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〔１〕校章・校訓 

    １ ．校 章 

   

                       

                      

 

 
   校章のペンは勉学を、波はあの岩をも砕く怒濤を、すなわち怒濤精神を表している。 
   この二つを合わせて「糸満高校の生徒は、勉学、スポーツ、その他あらゆる面で怒濤の如く 
  邁進する」という意味を含めて作られたものである。 

                                                               

   ２ ．校 訓 

     大望実践 

      自主分別 

             立命感動 

                                                         （平成 19年 12 月 26 日制定） 

 
   太平洋戦争で灰燼と化した昭和 21 年 1 月に沖縄民政府が郷土の復興を目指し、若者の未来 

への夢を育むために糸満のこの地に本校を設立した。 
   創立 80 年目を迎えた現在、約 31,000 名の卒業生を社会に送り出し、それぞれが各界で有為 

な人材として活躍している。 
 
   校訓は、本校の開学時の精神や時代の変遷を踏まえるとともに、在校生及び卒業生の人間と 

しての在り方・生き方の糧になることを望んで制定した。 
（１）校訓の定義 
   ①本校の教育目標を生徒の理解に訴えるような象徴的かつ力強く表現したもの 
   ②本校で、訓育上特に必要と思われる教えを成文化し、学校生活の指針となるもの 
   ※ 校訓は、在学中から生涯にわたって人間として、この精神だけは持ち続けて欲しいもの 
（２）校訓の意義 
   ①本校教育の方向性を明示することにより、教育効果を高める 
   ②校訓の意味・内容を在校生に周知することにより自信と誇りを持たせ、母校愛を育て、 
     学校活性化の礎とする。 
（３）校訓の意味 
   ① 大望実践（たいぼう じっせん） 

    在校生・卒業生が本校出身者として自覚と誇りを持ち、大志を抱き、夢実現に向 
      けて努力し、羽ばたく人 
    ② 自主分別（じしゅ ふんべつ） 
      情報を取捨選択し、主体的に物事を考え、判断し、行動できる人 
   ③ 立命感動（りつめい かんどう） 
        己の天分を積極的に切り開いて勇躍し、自他に感動を与える人間性豊かな人 
 

   ３ ．校 是 「文武両道」「怒濤精神」 

  ※ 校是は、在校生が日々活動していくときの指針となるもの 
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〔２〕校 歌 

作詞  嘉味田 宗 榮   

作曲  中 村 昌 直   

1． 世紀の 潮
うしお

 よるところ         2． あゝおおいなる 朝は来ぬ  

うるまの富
とみ

を はらむ町          和
なご

みあふれて 空はれぬ 

あらしにたえし 南山の          民主のたけび 高らかに 

こごしき影の かたほとり         自主の翼
つばさ

も すこやかに 

夢まどかなる 学舎
まなびや

に           はばたく我等 海原の 

朗らに響く 明けの鐘           広きいのちの 空かけん 

 

3． 望みゆたけき みちすがら        4． 今創造の かしまだち 

    いとしみ深く 一千の           にごりはなるる 若人の 

     ふみたつところ たくましく        歴史をきざむ 今日の日の 

     敏
さと

きまなこと まこともて         つとめの汗を すすぐとき 

     烈日きそう 意気力            糸満埠頭 夕映えて  

     進みて退かぬ 足並みか          明日の光を しのぶかな 
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［3］糸満高校の方向性
 

 １　校訓の目指す生徒を育成し夢実現につなげる！
 ⑴　 の実践凡事徹底

　　教育の目的を達成するためには、規律ある行動を行い、当たり前のことが当たり前
 　にできるように，人間としての在り方・生き方を確立する。

 ⑵　校訓の周知徹底
 　①「 」～　大きな目標や夢を持ち、それに向かって日々精進する。大望実践

 　②「 」～　情報化社会で情報をよく考えて、善悪を判断して行動する。自主分別
 　③「 」～　親から授かった大事な才能等を本校で磨き、多くの人に感動を与立命感動

 　　　　　　　　　　えるような人間になる。
 ⑶　 で怒濤精神 文武両道の実践

確かな学力 豊かな人間性 たくましい体力などの「知育・　　学校生活全般を通じて、 ・ ・
を身につけ、勉学や部活動等に励み、本校のモットーである を徳育・体育」 文武両道

「怒濤精神」 「心実践し，糸満の先人が築いた荒海を乗り越えて世界に羽ばたいた で
豊かな人間」 人格の完成 夢実現に育ち 「 ・ 」が図られる。， 」「

　　校訓を周知徹底し，知・徳・体の調和のとれた人間となるには、まず基本的な生活
 態度の確立が何よりも重要である。

　　本校の教育目標である「 」を目指して日々心身ともに健全でたくましく生きる人間
 励むことで人格の完成が図られ、社会に役立つ人間が育ち 「夢実現」が図られる。、

                         
 教 Ｐ                               

                                    師 Ｔ
                               ・ Ａ夢実現

                       　関 ・　人格の完成
 　係 同                                   

 　機 窓                                    
                  　関 会心身ともに健全でた

・ ・                   くましく生きる人間
 　団 　怒濤 文武　 　 　　 後                       

 　 体 　精神　両道　 　 援                          
 の 会        

         　 指 の確かな学力 豊かな人間性 たくましい体力
 導 （知育） （徳育） （体育） 支           
援       

                                　　　　　＜校訓：大望実践、自主分別、立命感動＞
                   基本的生活習慣の確立：挨拶・掃除・時間のけじめ・正しい制服着用

 規 範 意 識 の 確 立 法律・校則を含む社会通念上の規則遵守      ：
マ ナ ー の 育 成 歩行中の飲食・授業中の携帯電話・交通マナー      ：

 

   ＜ ＞凡事徹底 「 」当たり前のことが当たり前にできる人が格好いい
   

 　◎　 確かな学力 学ぶ意欲・自ら課題を見つけ自ら考え、主体的に判断し行動する力   
 　　　　　　　　　「学ぼうとする力 「学ぶ力 「学んだ力 「学んだことを活かす力」」 」 」

 　　　　　　　　　「我以外皆師なり」の謙虚な態度で学ぶ。
 　◎　 豊かな人間性 自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心   

集団生活(ＨＲ活動、学校行事、部活動等）で切磋琢磨しながら忍耐
 力・積極性・協調性等の人間性を培う。

 「人は、社会の中で人間になる」                  
 　◎　 健康・体力 たくましく生きるための健康な身体と心及び体力   
 体育の時間やスポーツ系の部活動で心身を鍛える。                 

                  
 ２　部活動や生徒会活動の推進（文化系・スポーツ系の部活動や行事等への積極的な参加）

３　国公立大学や難関私大受験の推進（進路決定率の向上）

             本校の伝統・校風
 １　凡事徹底       
 ２　文武両道 　     

 　文 ：勉学、文化系活動 
　武 ：体育、スポーツ系活動  

 ３　怒濤精神
　困難を乗り越えて頑張る気概

 本校の校訓＜ １９年度制定＞H  
 １　大望実践 
 ２　自主分別
 ３　立命感動
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［４］学校経営基本方針 

                                                                  

１ 教育目標 

  教育基本法の精神に則り、人格の完成をめざし、自ら学ぶ意欲を育て、高い知性と豊か

な情操を身につけ、心身ともに健全でたくましく生きる人間を育成する。 

 

２ 教育方針 

⑴ 文武両道を目指した教育を重んじ、知性を高め、情操を豊かにして、かつ実践力に富

む、誠実な人間の育成に努める。 

⑵ 自主的で覇気に富み、自ら進んで課題を見つけ、解決する能力の育成と個人の価値を

尊び、思いやりのある人間の育成に努める。 

⑶ 部活動等を推進し、心身の鍛錬に励み、体力の向上を図るとともに明朗な校風の樹立

に努める。 

⑷ 思考力・判断力・表現力を養い、個性の確立に努めるとともに創造性豊かで社会の発

展に寄与する人間の育成に努める。 

 

３ 経営方針 

  教育目標及び教育方針を踏まえて、次のような学校経営に努める。  

⑴ 全ての教育活動おいて、生徒の学習活動を十分に援助し、自己実現が図られるよう目

標を明確にし、計画に基づいて実践するとともに、反省と工夫改善に努める。 

⑵ 生徒が充実した学校生活を送れるように、学習環境の整備・充実に努める。 

⑶ 教育目標を効果的に実践するため、校務分掌に当たっては、適材適所に職員を配置し、

校務が適切に遂行されるように努める。 

⑷ 報告・連絡・相談・記録をとおして情報の共有化を図り、すべての職員の協働・協力

体制のもと、働きがいのある活気に満ちた学校づくりに努める。 

⑸ 校内研修を計画的に実施し、教師としての使命感・倫理観及び指導力・実践力の向上

に努める。      

⑹ 安心・安全で勤務できるように教職員の福利・厚生に努める。 

⑺ ＰＴＡ・同窓会・後援会及び地域社会と連携を密にし、保護者や地域の人々の信頼に

応える特色ある開かれた学校づくりに努める。 

⑻ 学校予算の効率的な執行と適正、確実な文書事務の遂行に努める。 
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４ スクール・ミッション（本校に期待される社会的役割）

 〇地域の高校として、地域の教育資源を活用した教育活動を通じて、地域の未来を創造

する意欲を持った生徒の育成

〇変化する社会に対応するため、幅広い知識・教養と自ら考え、判断し、行動する力を

身に付け、他者と協同して課題解決を図ることができる資質・能力を備えた生徒の育成

５ スクール・ポリシー 

⑴  グラデュエーション・ポリシー（生徒育成方針 育てたい力）

校訓「大望実践」｢自主分別｣｢立命感動｣の下、母校愛を育て、けじめのある学校生活

をとおして、怒濤精神で文武両道に励み、知育・徳育・体育を身につける

① 明朗で､礼儀正しく､時間を守り､身なりを整えるなど凡事徹底を実践する生徒

（自律力） 

② 志を高く持ち､自己の目標を実現するため主体的､計画的に学習する生徒

 （探究力）

③ 人権を尊重し、心身ともに健全で、たくましく生きる気力と体力を兼ね備えた生徒

（共生力）

④ 困難な状況にあっても、挫けることなく、粘り強く、怒濤精神で邁進する生徒

 （挑戦力）

⑵ カリキュラム･ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する）

① 特進クラスの設置や文理選択により、生徒一人一人の能力・適性・進路希望に応じ

た教育課程を編成する

② 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善と、多面的な評価を推進する

③ 探究活動でキャリア教育を推進し、主体的に進路を選択する力を育成する

④ 総合的な探究の時間、学校行事および特別活動（生徒会活動・部活動）を通して、

他者と協働して課題を解決する力と人間力を育成する

⑶ アドミッション・ポリシー（生徒募集方針）

① 基本的生活習慣と学習習慣を身に付けている生徒

② 目標に対し、周囲の人と協力して最後までやり通そうとする意欲がある生徒

③ 多様性を尊重し、心身ともに健全で、思いやりのある生徒

④ 学業や部活動に意欲的に取り組み、文武両道を実践する生徒



 勉強と部活の両立を全力サポート     

    ー 文武両道 ー

６ 本年度の努力目標

 日々の授業、学校行事、部活動など、すべての教育活動を通して、「主体性」「行動力」

「思いやり」を身につけた生徒が育つ環境づくりを推進する

⑴  学習指導の充実

① 生徒が主体的に学びに向かう仕掛けづくりと授業改善を推進する

② 生成 AIや ICTを効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びの充実を図る

③ スタディサプリ等を活用し、計画的、適切な学習課題を与え、自学自習の定着を図る

⑵  進路指導の充実

① 生徒一人一人の進路目標の明確化を図り、早期からの進路指導に努める

② 各種体験プログラムへの参加を奨励するとともに、同窓生や外部人材による講話等を

通して、進路意識の向上とキャリア教育の充実を図る

③ 特進クラスを中心に個別指導を充実させ、より高い進路実現を目指す

⑶  働き方改革推進とメンタルヘルス対策の推進

① 教職員が働きやすさ、働きがい、心身の健康を実感できる職場環境の整備を進める

② 超過在校時間が月 80時間を超えないよう、業務内容の見直しと勤務時間の適正化に

計画的に取り組む

③ 部活動における外部人材活用や複数顧問制により負担軽減を図る

⑷  教職員の資質向上と外部連携の推進

① 教員相互の授業研究の奨励や研修受講履歴の活用を通して、教職員の資質向上を図る

② 総合的な探究の時間及びコミュニティ・スクール導入に向けた調査研究を進める

③ 家庭・地域・中学校・行政との連携を強化し、情報発信や意見交換を通して信頼され

る学校づくりを推進する

学問や武芸は、どちらかひとつが優れていれ

ば良いものではなく、どちらも全力で突き詰

めれば、たくましく生きる力につながります。

文

武

「文」のちからで「武」を磨く 「武」のちからで「文」を磨く

毎日の学習活動で培った知

識や思考力・判断力・表現力

が、部活動の競技力や技術力

を高める。

毎日の部活動で培った健康

でたくましい体と精神力・忍

耐力・継続力が、学力を高め

る。
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〔５〕学 校 概 要 
 

１．学 校 の 概 要 
（１）学 校 名    沖縄県立糸満高等学校

（２）所 在 地    〒901－0361 沖縄県糸満市字糸満１６９６番地の１  
（３）設 置 学 科    普通科  
（４）ク ラ ス 数    ２４クラス（１年 ８クラス、２年 ８クラス、３年 ８クラス） 
（５）在    籍    ９４５名（１年 ３１３名、２年 ３２１名、３年 ３１１名）

（６）校地・校舎 
①校 地 面 積       ・・・・・  ３１，７６０㎡ 

 
②建 物 敷 地       ・・・・・ １５，２２２㎡ 

 
③運 動 場 面 積       ・・・・・ １６，５３８㎡ 

 
④校 舎 面 積       ・・・・・ １４，３３９㎡ 

 
⑤プ ー ル 施 設       ・・・・・ ２５ｍ×７コース （ 竣工 平成４年３月２８日 ） 

 
⑥校 舎 内 訳        

 

建物名称 階数 用  途 延べ面積（㎡） 建築年月日 

管 理 棟 ４ 

校長室・事務室・職員室・印刷室・休憩室・

保健室・カウンセリング室・進路指導室・進路資

料室・学習室・図書館・ 
理科教室および準備室・ 
視聴覚教室・CAI教室・LL教室 

４，０２４
平成5年8月2日

（1993年） 

普通教室

棟及び特

別教室棟

５ 普通教室・多目的教室・音楽室・美術室・ 
社会科教室及び準備室 ５，３９９

平成24年5月25日

(2012年) 

普 通 棟 ２ 生徒指導室・生徒会室・多目的教室 ２８８
昭和63年3月28日

（1988年） 

家庭科棟 ３ 食物教室・被服教室・多目的教室 １，２９８
昭和63年8月23日

（1988年） 

体 育 館 ２ 体育館・武道場 ２，３６６
平成10年3月30日

（1998年） 

部 室 ２ 部室 ２４０
平成17年12月26日

（2005年） 

部 室 １ 部室（ウェイトリフティング部） １２１
昭和63年3月24日

（1988年） 

電 気 室 １ 電気設備 ４３
平成24年5月12日

(2012年) 
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代 校　長　名 就任年月日 年　数

 初 玉　城　泰　一 　　昭和21年１月16日～昭和25年８月31日 4.8

2 平　田　善　吉   　昭和25年９月１日～昭和27年５月10日 1.8

3 金　城　宏　吉   　昭和27年５月11日～昭和32年３月31日 4.1

4 比　嘉　徳太郎   　昭和32年４月１日～昭和37年３月31日 5.0

5 田　港　朝　明   　昭和37年４月１日～昭和41年１月31日 3.1

6 垣　花　恵　良   　昭和41年２月１日～昭和47年３月31日 6.2

7 西　銘　活　蔵 　　昭和47年４月１日～昭和50年３月31日 3.0

8 照　屋　林　一   　昭和50年４月１日～昭和52年３月31日 2.0

9 東　江　幸　蔵   　昭和52年４月１日～昭和55年３月31日 3.0

10 大　城　亀　助   　昭和55年４月１日～昭和57年３月31日 2.0

11 前　田　　　清   　昭和57年４月１日～昭和60年３月31日 3.0

12 新　垣　　　博   　昭和60年４月１日～昭和61年３月31日 1.0

13 仲　原　　　繁   　昭和61年４月１日～昭和63年３月31日 2.0

14 知　念　積　一   　昭和63年４月１日～平成２年３月31日 2.0

15 上　原　完　隆   　平成２年４月１日～平成４年３月31日 2.0

16 石　川　新　徳   　平成４年４月１日～平成６年３月31日 2.0

17 田　村　良　祐   　平成６年４月１日～平成８年３月31日 2.0

18 大　城　榮　秀   　平成８年４月１日～平成10年３月31日 2.0

19 高　嶺　朝　勇   　平成10年４月１日～平成11年３月31日 1.0

20 大　城　光　盛   　平成11年４月１日～平成13年３月31日 2.0

21 宮　城　　　明   　平成13年４月１日～平成17年３月31日 4.0

22 富　田　　　弘   　平成17年４月１日～平成20年３月31日 3.0

23 金　城　孝　忠   　平成20年４月１日～平成22年３月31日 2.0

24 森　山　和　則   　平成22年４月１日～平成25年３月31日 3.0

25 前　新　　　出 　　平成25年４月１日～平成28年３月31日 3.0

26 　　　　　　　　　平成28年４月１日～平成30年３月31日 2.0

27 島　仲　利　泰 　　平成30年４月１日～令和３年３月31日 3.0

28 上　原　源　三 　　令和３年４月１日～令和５年３月31日 2.0

29 金　城　栄　一 　　令和５年４月１日～令和７年3月31日 2.0

30 山　城　芳　則 　　令和７年４月１日～

　３． 歴 代 校 長
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４．学校沿革概要（抄）

昭和 21年 １.16 学校創立   初代校長玉城泰一   職員は校長他６人
              男女共学の四年制、生徒数 153人（戦時中の中学校・高等女学生編入）
        １.27 首里に分校設立（赤田町三つ星クラブ跡地）職員４人、生徒 39人
        ２.４  コンセット校舎（３教室）完成

３.１  真和志分校を設立（豊見城市字嘉数）
３.20  第１回入学試験を実施する
３.31  首里分校は首里高等学校として独立
４.２  寄宿舎を設置する  舎生 42人（久米島及び離島出身）
４.８  第１回入学式を挙行  新入生 158人
４.26  水産学級設置 新入生 男 15人
５.２  久米島に分校を設置（久米島町字嘉手苅）
７.29  第１回卒業式を挙行  卒業生 28人（男８人・女 20人）
７.30  学校後援会発会式  初代会長  新垣登太氏
８.15  学生団組織
９.２  真和志分校は首里高等学校へ合併
９.30  水産学級解消
11.１  校歌制定（作詞 嘉味田宗榮氏、作曲 中村昌直氏）

昭和 22年  １.２  同窓会発会式  初代会長大城幸德氏
８.５  井戸掘り工事開始

           ９.30  那覇高校設立により、生徒 256人転校、職員 4人転出
昭和 23年  １.16  創立 2周年記念式挙行  第１回陸上運動会開催

４.７  ６・３・３制への移行により各学年現級のままとなる
６.３ 久米島分校が久米島高等学校として独立。３年生 46人が久米島高等学校へ転出

昭和 25年  ５.18 糸満高等学校振興会設立
昭和 26年  １.16  創立５周年記念式挙行  第５回学芸会開催
昭和 28年  ３.10  校旗制定、樹立式
        ７． 校門建立
昭和 31年  １.16  創立 10周年記念式典挙行
           ４.３  定時制課程（商業科）設置  入学生 60人

６.･･ 全沖縄高等学校バスケット大会男子優勝 全国大会（兵庫県）
昭和 33年  ４.２  家庭課程、一般職業課程、普通課程設置
昭和 35年  ４.１  琉球政府立糸満高等学校として琉球政府に移管
昭和 36年  ８.６ 第 1回本土旅行隊 21人出発 ８月 24日帰校
昭和 41年  １.16  創立 20周年記念式典挙行 記念図書館落成式・譲渡式
昭和 42年  ２.10 運動場整地作業開始（糸満高等学校後援会の事業）  21日完了
昭和 46年  ４.１  全日制商業科募集停止  普通科 10学級（１学年）となる
昭和 47年  ５.15  日本復帰により「沖縄県立糸満高等学校」となる
昭和 48年  ４.１  定時制課程募集停止  定時制課程第２学年・第３学年の生徒は沖縄県立南部商業高等学校

定時制課程へ転学
昭和 49年 １.15  第 20回 NHK青年の主張コンクール全国大会に出場（我那覇一子）

３.２ 定時制課程第 15回卒業式（廃課程となる）
昭和 51年  １.16  創立 30周年記念式典及び記念文化祭挙行 同窓会人簿及び記念誌発行
昭和 52年 ２.20  全九州高等学校バドミントン大会女子個人優勝

  ３.16 学寮を廃止する
昭和 54年度
   ８.４  全国高等学校総合体育大会ウエイトリフティング個人 75kg級優勝
    ３.25  運動場拡張用地として 1227.76㎡買上
昭和 58年度

10.12 運動場整備工事着工
昭和 60年度
    １.16  創立 40周年記念式典並びに祝賀会  
昭和 61年度
   ７.31  全国高校総体ウエイトリフティング団体2位 個人優勝82.5kg級
       10.29 「部旗」贈呈式 同窓会より 28旗を寄贈
   ３.27  第 2回全国高校ウエイトリフティング選抜大会 優勝 75kg級
昭和 62年度
   ８.４ 全国高校総体優勝ウエイトリフティング 75kg級
昭和 63年度

10.13 県高校総体「男女総合優勝記念号」（怒涛号）、マイクロバス贈呈式
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平成元年度
４.７  第44回入学式（普通科460人、家政科87人、計547人）
11.12 全国青年弁論大会優秀賞
３.１  第 45回卒業式 483名（普通科 398名  家政科 85名）

平成２年度
   ４.９ 第 45回入学式（普通科 461人、家政科 90人、計 551人）

３.１  第 46回卒業式 528名（普通科 442名  家政科 86名）

平成３年度
４.８ 第 46回入学式（普通科 405人、家政科 90人、計 495人）
３.１  第 47回卒業式 517名（普通科 444名  家政科 73名）

平成４年度
    ４.７  第 47回入学式（普通科 405人、家政科 90人、計 495人）

４.28  水泳プール竣工
７.26 全国高校放送コンテスト 5位アナウンス部門
２.15 全国高文祭 「文化連盟賞」 郷土芸能部門
３.１  第 48回卒業式 531名（普通科 447名  家政科 84名）

平成５年度
    ４.７  第 48回入学式（普通科 400人、家政科 90人、計 490人）

６.21 全国高校放送コンテスト 5位 アナウンス部門
８.３  管理棟竣工   

   ２.９  創立 50周年記念事業、マイクロバス（怒涛２号）贈呈式  
    ３.１  第 49回卒業式 482名（普通科 398名  家政科 84名）
平成６年度
    ４.７  第49回入学式（普通科400人、家政科40人、計440人）

３.１  第50回卒業式 480名（普通科395名  家政科84名）
平成７年度
    ４.７  第50回入学式（普通科410人、家政科25人、計435人）

１.27  創立 50周年記念式典並びに祝賀会、校歌碑除幕式
３.１  第 51回卒業式 470名（普通科 404名  家政科 66名）

平成８年度
４.７  第 51回入学式（普通科 400人、家政科 40人、計 440人）
３.１  第 52回卒業式 432名（普通科 395名  家政科 37名）
３.31  自転車置き場竣工

平成９年度
        ４.７  第 52回入学式（普通科 400人、家政科 37人、計 437人）
    11.23 かながわゆめ国体記念杯全国女子ウエイトリフティング大会 優勝 54kg級女

３.１  第 53回卒業式（普通科男子 179人  女子 221人 家政科 24人 計 424人）
３.26  全国高校選抜ウェイトリフティング大会 優勝 69kg級

平成１０年度
        ４.７  第 53回入学式（普通科 400人、家政科 40人、計 440人）
        ８.27 日韓ユースウエイトリフティング大会 優勝 65kg級

10.４  第 25回体育祭    テーマ「光り輝け我らの伝統 怒涛の心に夢を乗せ」
３.１ 第 54回卒業式（普通科男子 161  女子 231 家政科 39 計 431）

平成１１年度
        ４.７ 第 54回入学式（普通科 400人、家政科 40人、計 440人）
        10.１  第 29回糸高祭（～３日、準備、仮装行列、展示発表、舞台発表、後夜祭）
                 統一テーマ「やってきましたこのチャンス 見せてやろうか 糸高魂」

３.１ 第 55回卒業式（卒業生 普通科 395  家政科 30  計 425人）卒業生総数 22,418人
平成１２年度
  ４.７  平成 12年度第 55回入学式（普通科 400人、家政科 37人 計 437人）
    ８.３ 全国高等学校総合体育大会ウエイトリフティング競技  団体準優勝

３.１ 第 56回卒業式（男子 163人、女子 255人 計 418人）
３.30 全国高校選抜ウエイトリフティング大会（福岡）準優勝

平成１３年度
        ４.７  第 56回入学式（普通科 400人、家政科 40人 計 440人）

８.５ 全国高校女子ウエイトリフティング競技選手権大会 ２位：63kg級
８.９ 全国高校総合文化祭（福岡県）秀逸賞（器楽） 優秀賞（美術、書道）

全国高校総合体育大会（～８月９日）ウエイトリフティング競技 団体準優勝（２年連続）
        10.14  第 26回体育祭

統一テーマ「ハイサイ でいーさい 体育祭 燃えろ怒涛魂 今世紀最初の晴れ舞台」
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３.１  第 57回卒業式（男子 164人、女子 264人 計 428人）
３.29 全国高校ウエイトリフテイング競技選抜大会 優勝：105㎏級、105㎏超級

平成１４年度
        ４.８  第 57回入学式（普通科 400人、家政科 40人 計 440人) 

８.１ 全国総合体育大会 優勝 ウエイトリフティング 105kg超級
８.６ 第 4回全国高等学校女子ウエイトリフティング競技選手権大会 優勝：63kg級

     ９.８ 第 30回糸高祭（～29日）
         テーマ「英知輝き 未来の扉 今ひらく 世界へＧＯ ＯＵＴ！ 怒涛!! 糸高の風」
        10.30 第 57回国民体育大会、少年の部（ウエイトリフティング）  優勝：105kg級、105kg超級
    11.25 わかふじ国体（静岡）記念杯女子ウエイトリフティング競技大会  優勝：69㎏

３.１ 第 58回卒業式(卒業生、男 176人、女 255人、計 431人)
３.29 第 18回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会 優勝：105kg超級

平成１５年度
        ４.７  第 58回入学式（普通科 400人）

８.３ 平成 15年度全国高等学校総合体育大会（長崎県）ウエイトリフティング競技
団体：準優勝 個人：優勝 105㎏超級

３.１ 第 59回卒業式(男 199人、女 239人、計 438人)
平成１６年度

４.７ 第59回入学式（普通科400人）
７.８ 第10回みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会スプリント部門２位
９.21 全国高校生トライアスロン大会 優勝
10.３ 第27回体育祭「世界の中心で怒濤を叫ぶ 伝えたい筋肉がそこにある」
３.１  第60回卒業式(男194人、女240人、計434人)

平成１７年度
４.７  第 60回入学式(普通科 360人)
７.２  トライアスロン・アジア選手権大会 ８位
７.10  トライアスロン七里ヶ浜大会 ２位
９.11  トライアスロンＩＴＵ世界選手権大会 日本人３位(42位)
９.24  第31回糸高祭(～25日）テ－マ「はいさい！開催！！糸高祭！！」
１.16 第60回 創立記念日 井戸掘削記念碑並びに商業科・家政科閉科記念碑除幕式
１.21 創立60周年記念講演・式典・祝賀会

            講演会演題「国際社会と沖縄の将来」 講師：上原盛毅(本校１２期卒)
３.１ 第 61回卒業式(男 187人 女 209人 計 396人)
３.26  第 27回全日本リコ－ダ－コンテスト 合奏の部、五重奏の部 金賞

平成１８年度
４.７ 第 61回入学式(普通科 360人)
８.１  全国高等学校総合体育大会（大阪府） 個人優勝ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 53kg級
８.６  第７回ジュニアトライアスロン選手権（日本トライアスロン連盟主催）
       第１位（ＩＴＵﾄﾗｲｱｽﾛﾝ選手権＜ｽｲｽ＞の日本代表に選出）
10.６  第 61回国民体育大会「のじぎく兵庫国体」（～9日）ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ第 1位､ｽﾅｯﾁ第 2位
10.７ 第 28回体育祭 テーマ「 青春全開！ やったるでー  怒濤 どんだけぇ～ 」
３.１ 第 62回卒業式（男 187人、女 209人、計 396人）
３.15  平成 18年度 追卒業式(卒業生：男子２人、計２人)
３.23  平成 18年度 修了式・離任式（27人）

平成１９年度
４.９ 第62回入学式(男158人、女202人、計360人）
３.１ 第 63回卒業式（男 178人、女 179人 計 357人）

平成２０年度
        ４.７ 第 63回入学式(男 166人、女 194人、計 360人)
        ９.27 第 32回 糸高祭 統一テーマ「怒濤の伝統刻むとき 63年の歴史が今開かれる」（～28日）

３.１  第 64回卒業式  （男 159人 女 197人 計 356人）
３.27  第 24回全国高等学校ウェイトリフティング選抜大会(金沢市)出場  56kg級優勝

平成２１年度
    ４.７ 第 64回入学式（男 173人、女 187人、計 360人）
    10.19  第 56回国際理解･国際協力のための高校生の主張ｺﾝｸｰﾙ中央大会 日本国際連合協会会長賞

３.１ 第 65回卒業式（男 159人、女 202人 計 361人）
平成２２年度
    ４.７ 就任式・始業式、第 65回入学式（男 195人、女 163人、計 358人）
    ６.29  第 40回ライフル射撃西日本選手権大会 ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ立射２位、ｴｱｰﾗｲﾌﾙ立射３位
    ９.27  第 65回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」 ウエイトリフティング  53kg級優勝
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         ライフル射撃 少年男子ｴｱﾗｲﾌﾙ 10M立射 60発優勝、少年男子ｴｱﾗｲﾌﾙ 10M立射 20発優勝
    10.10 第 29回体育祭

テーマ「歓喜の波を巻き起こせ 怒濤魂 大爆発 三年に一度の三Ｄ」
        10.28  プロ野球新人選手選択会議   宮国椋丞 読売ジャイアンツより２位指名

３.１ 第 66回卒業式（男子 163人 女子 192人 計 355人）
平成２３年度
    ４.７ 第 65回入学式（男１７２人、女１８１人、計３５３人）ＰＴＡ入会式
      ８.９  第 93回全国高等学校野球選手権大会出場（甲子園初出場）1回戦１対４英明高校
      10.１ 第 33回糸高祭（～２日）

テーマ「Ｈｅｙ ラッシャイ！糸高祭！怒濤旋風を巻き起こせ！日本の元気はここからだ！」
    10.１  第 65回国民体育大会（おいでまっせ！ 山口国体）(～11日)

ライフル射撃少年男子エアライフル立射 優勝（２連覇）
１.31 甲子園初出場記念碑除幕式

    ３.１ 第６７回卒業式（男１７２人 女１８２人 計３５４人）
平成２４年度
    ４.９ 就任式・始業式、第 67回入学式（男 157人、女 203人、計 360人）ＰＴＡ入会式
     ５.30 新校舎へ移動
    ６.15 新校舎落成式・祝賀会挙行

３.１  第 68回卒業式（男子１９５名 女子１６２名 計３５７名）
３.16 2012年度シンガポールエージ選手権大会 平泳ぎ 日本代表

平成２５年度
    ４.８ 就任式・始業式、第 68回入学式（男子１７０名 女子１９０名 計３６０名）

10.13 第 30回体育祭 
テーマ「糸満の糸で繋がっている僕たちの絆を魅せましょう Team糸満の底力を･･････」

３.１ 第 69回卒業式（男子１７０名、女子１７８名、計３４８名）
３.24 平成 25年度修了式・離任式

平成２６年度
    ４.７ 就任式・始業式、第 69回入学式（男子１７２名 女子１８８名 計３６０名）
     ９.27  第 34回糸高祭（学園祭） ～２８日

テーマ「ちゃーびらさい！いとこーさい！７０周年の怒濤旋風 巻き起こせ！」
３.１ 第 70回卒業式（男子１５６名 女子２０３名 計３５９名）
３.24 平成 26年度修了式・離任式
３.25 第 87回選抜高等学校野球大会（県立糸満高等学校初出場）１回戦２対７天理高校

平成２７年度
   ４.７ 就任式・始業式、第 70回入学式（男子１６１名、女子１９５名、計３５６名）

１.30  沖縄県立糸満高等学校創立七十周年記念式典
       記念講演「今の自分は絶対に変えられる」 講師 諸見里明氏（沖縄県教育委員会教育長）
  ２.３ 平成 26・27年度沖縄県教育委員会研究指定学力向上推進モデル校 最終報告会
               研究主題～確かな学力を育成する学習指導の工夫・改善～
   ３.１  第 71回卒業式（男子１５８名 女子１８７名 計３５５名）
平成２８年度
     ４.１ 校長 辻󠄀上弘子（県立総合教育センターより）、教頭 新里義和（北山高校より）他 18人着任
    ４.２ 第 62回沖縄県高等学校野球春季大会 優勝
    ４.７ 就任式・始業式、第 71回入学式（男子１６１名、女子１９９名、計３６０名）
    ５.30 沖縄県高等学校総合体育大会 男女総合 11位（男子総合 15位､女子総合８位）
    個人優勝 男子ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 53㎏級･62㎏級･85㎏級、水泳女子 100ｍ平泳ぎ
   ６.５ 第 71回国民育大会・第 36回九州ブロック大会ゴルフ競技選手選考会 女子優勝

  ６.23 平和資料館平和のメッセージ詩の部門 最優秀賞
   ７.25 ｢おきなわ国際協力人材育成事業｣国際協力ﾚﾎﾟｰﾀｰ事業(ﾗｵｽ)派遣(～8/4）

｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾘｰﾀﾞｰ育成海外短期研修事業｣ｱﾒﾘｶ高等教育体験研修派遣(米国ﾓﾝﾀﾅ州)(～8/15)
９.２ 第 44回沖縄県高等学校音楽コンテスト 金賞(声楽)

    ９.４ 第 34回沖縄県高等学校新人水泳競技大会
個人優勝 女子 50ｍ平泳ぎ･100ｍ平泳ぎ､男子 100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ･200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ

      ９.10 第 43回沖縄県高校新人シングルスバトミントン選手権大会 男女優勝
      ９.17 第 40回沖縄県高等学校総合文化祭囲碁将棋部門 女子団体優勝

10.９ 第 31回体育祭 テーマ「一瞬を一生の思い出に 糸高生がつくる怒濤疾風で 青春の嵐を
巻き起こせ！」

    10.26 沖縄女子ゴルフ選手権大会 優勝
      10.29 沖縄県高等学校新人体育大会ウエイトリフティング競技 団体優勝(２連覇)、

個人優勝 男子 53㎏級･69㎏級･85㎏級
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      10.15 第６回沖縄科学グランプリ実験競技 1位 糸満高校Ｂチーム
      10.20 新聞ｽｸﾗｯﾌﾟｺﾝﾃｽﾄ(沖縄ﾀｲﾑｽ社主催)学校賞、県知事賞(ﾉｰﾄ部門 2年連続受賞)
   12．9 ｢心の輪を広げる体験作文｣高校生･一般市民部門 最優秀賞(県知事賞)

福沢諭吉記念第 55回全国高等学校弁論大会 優秀賞
      12.26 沖縄県高等学校新人体育大会駅伝競走大会 優勝 女子駅伝部合同チーム

３.１ 第 72回卒業式（男子１７１名 女子１８５名 計３５６名）
３.24 平成 28年度修了式，離任式

平成２９年度
４.１ 教頭 下地正樹（那覇国際高校より）、事務長 上原和弘（森川特支より）、他 13名着任

       就任式・始業式、第 72回入学式（男子１５８名、女子２０２名、計３６０名）
    ５.６ 第 68回沖縄県陸上競技選手権大会 １位女子 3000ｍ、女子やり投
   ５.26 沖縄県高等学校総合体育大会 男女総合 5位(男子総合 9位､女子総合 4位)

       団体優勝 女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ
個人優勝 男子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ単複､女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ単複､男子ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 53kg級･69kg級､

男子水泳 200m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ･100m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ･200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ女子水泳 100m平泳ぎ､女子ｺﾞﾙﾌ
６.13 第 64回 NHK杯全国高校放送コンテスト沖縄県大会 研究発表部門 最優秀賞

      ６.22 第 19回全沖縄高等学校ｽｷｯﾄｺﾝﾃｽﾄ 最優秀賞
７.1 全日本ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会県代表選考大会 女子単複優勝
９.1 第 46回沖縄県高等学校音楽コンテスト 金賞:木管、男子独唱、女子独唱、ｳﾞｫｰｶﾙｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ

   ９.3 第 35回沖縄県高等学校新人水泳競技大会 団体女子総合３位
         個人優勝 男子 50m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ、女子 50m背泳ぎ、女子 200m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ、女子 400m自由形
      ９.24 沖縄県高等学校新人体育大会 陸上競技 女子やり投１位
    ９.29 第 35回糸高祭 テーマ「ハイサイ！開催！糸高祭！怒濤旋風ちむどんどん」～９月３０日

11.1 県高校新人体育大会ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ競技 女子団体優勝 個人優勝 女子単複､男子複
     11.4 沖縄県高等学校新人体育大会ｳｪｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ競技 個人男子 105kg級優勝
    11.14 平成 29年度税に関する高校生の作文 那覇県税事務所長賞

12.10 第 33回海邦国体記念ｳｪｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会 優勝 女子 48kg級､男子 94kg級
２.10 NSW Junior Championships （シドニー） 女子やり投２位

    ２.25 第 48回沖縄県高校新人ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会 女子優勝
３.１ 第 73回卒業式（男子１５６名 女子１９３名 計３４９名）

    ３.23 平成 29年度修了式・離任式
平成３０年度

４.１ 校長 島仲 利泰（球陽高校より）、教頭 上地 さとみ（県立総合教育センターより）、
        他 22名着任
     ９ 就任式・始業式・第 73回入学式（男子１６８名、女子１５２名、計３２０名）
    ５.25 沖縄県高等学校総合体育大会 男女総合 6位(男子総合 16位､女子総合 2位)
         個人優勝 黒島花音(女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ単)､上原愛枝・黒島花音(女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ複)､

宜保夏鈴(ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 48kg級)､井下陽佑(ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 94kg級)､
親泊元希(ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 105kg級)､知念辰弥(ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 105kg超級)

６.５ 平和講演会「戦争を体験していない私が伝えたいこと」 
講師：大田光（一中学徒隊資料展示室解説員・沖縄平和ネットワーク所属）

    ７.８ 全日本ジュニアバドミントン選手権大会 県代表選考大会   優勝 黒島花音(女子単)
  ９.２ 沖縄県高等学校新人体育大会  江口瑚都乃(水泳 50m背泳ぎ 1位)
     ９.９ 第 33回沖縄県高等学校秋季陸上競技大会  女子総合３位
       優勝 山内唯華(やり投げ)､具志堅佑奈(女子 800m)
   10.20 第８回沖縄科学グランプリ生物部門１位

        沖縄県高等学校新人体育大会 団体優勝 女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部
      10.28 沖縄県高等学校新人体育大会ウエイトリフティング競技
      優勝 瀬底ことの(女子 44kg級)､宜保夏鈴(女子 49kg級)､親泊元輝(男子 102kg級)

12.11 県外高等学校訪問研修（福岡県立筑紫中央高等学校）～12月 12日
12.19 第 27回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会１位親泊元輝(男子 102kg級)
２.11 第 12回ヴォーカルアンサンブルコンテスト 金賞 合唱部

  ２.14 第 57回全沖縄児童生徒書き初め展  金賞 金城亜里沙、宜保陸玖、稲嶺果歩
    ２.24 第 49回沖縄県高校新人ダブルスバドミントン選手権大会
        優勝 黒島花音･金城樹菜(女子の部)

３.１ 第 74回卒業式（男子１５９名、女子１９７名、計３５６名）
３.10 第 43回市郡対抗兼第 28回学校対抗ウエイトリフティング選手権大会 女子団体３位
   １位 宮城空樹(男子 55kg級)､親泊元輝(男子 102kg級)､宜保夏鈴(女子 49kg級)
３.22 平成 30年度修了式・離任式
３.23 第 34回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会（石川県）
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   優勝 親泊元輝(男子 102kg級)
平成３１年度（令和元年度）
    ４.１ 教頭 嘉数 修（首里東高校より）、事務長 我那覇 格（八重山教育事務所より）、
        他 18名着任
    ４.８ 就任式・始業式・第 74回入学式（男子１５８名、女子１６２名、計３２０名）
令和元年５．１ 新元号交付（「平成」→「令和」）

５.31 沖縄県高等学校総合体育大会 男女総合５位(男子総合 14位 女子総合 4位)(～6/6)
団体 優勝  女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部

    個人 優勝 黒島花音･金城樹奈(女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ複)､黒島花音(女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ単)
         長浜真衣(陸上女子 800ｍ)、宜保夏鈴(女子ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 49㎏級)
         宮城空樹（男子ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 55㎏級)
７.14 第 47回プレゼンテーション作成検定試験一級 上原千聖
８.19 第 29回児童･生徒の平和ﾒｯｾｰｼﾞ 図画の部 最優秀賞 外間彩音(1年)
９.７ 第 48回沖縄県高等学校音楽コンテスト 独唱の部 金賞 福元星梨奈(３年)
９.22 第 46回沖縄県高等学校新人陸上競技大会 女子総合４位、男子総合５位 (～24日)
  個人優勝 神谷歩希(男子 400ｍ、800ｍ)、山城晃紀(男子砲丸投げ)、別府羽菜(走高跳)、

名嘉眞メグ(女子棒高跳び 3m15大会新)、別府羽菜(七種競技 3977点大会新)
９.15 青少年の深夜はいかい防止ポスター 最優秀賞：古波蔵柚香(１年)
10.６ 第 32回体育祭 

テーマ「令を持って和をなす 新時代の祭りだワッショイ どんどん走れ ちむドンドン」
    11.１ 第 56回全沖縄青少年読書感想画コンクール 最優秀賞 外間彩音(１年)

11.２ 沖縄県高等学校新人体育大会ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ競技(～3日)個人優勝：永山盛耀(男子 61㎏級)
11.５ 沖縄県高等学校新人体育大会バスケットボール競技 女子優勝
11.８ 第 43回沖縄県高等学校総合文化祭 文芸誌部門 最優秀賞 中村彩花(２年)2020全国大会派遣
11.24 第９回沖縄県新聞スクラップコンテスト

      県知事賞 平仲萌佳(３年)、県 PTA連合会長賞 安室紀和(３年)
          沖縄タイムス社長賞 仲座ひばり(２年)

12.10 県外高等学校訪問研修（福岡県立香椎高等学校）～12月 11日
１.10 第 28回全九州高等学校ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ競技選手権大会(～12日)永山盛耀(男子 61kg級 1位)
２.２ 第 43回琉球新報旗高等学校ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ競技選手権大会

         １位 宜保夏鈴(女子 55kg級)、永山盛耀(男子 61kg級)
２.16 第 58回全沖縄児童生徒書き初め展 最優秀賞 金城なな(１年)
２.22 第 56回全沖縄青少年読書感想文感想画コンクール(感想画・自由)最優秀 外間彩音
３.１ 第 75回卒業式（男子１５７名、女子１９４名、計３５１名）
３.２ 新型コロナウイルス感染症対策による臨時休業 ～３月 16日
３.24 令和元年度修了式・離任式

令和２年度
    ４.１ 教頭 前里 哲寿（久米島高校より）、教頭 比嘉 孝司（南部商業高校より）、他 19名着任
    ４.７ 新型コロナウイルス感染症対策による臨時休業 ～５月２０日
    ５.21 第 75回入学式（男子１５２名、女子１６８名、計３２０名）
    ７.18 沖縄県高等学校総合体育大会（～７月２６日）

男女総合８位（男子総合９位 女子総合６位）
個人優勝 永山盛耀（ウエイトリフティング 67kg級）、神谷歩希（男子 400m、男子 800m）、
山城晃紀（男子砲丸）､名嘉眞メグ（女子棒高跳）､別府羽菜（女子走高跳、女子七種競技）

７.18 第 71回沖縄県陸上競技選手権大会
１位 名嘉眞メグ（女子一般棒高跳）、古堅千夏（女子一般 3000ｍハードル）、

山城晃紀（男子高校砲丸投）
     ８.31 第 30回沖縄県高等学校野外スケッチ大会 最優秀賞 外間彩音（２年）

10.30 第 43回沖縄県高等学校新人体育大会 （～11月３日）
個人優勝 永山盛耀（ウエイトリフティング 67kg級）

新垣瑠恩（ウエイトリフティング 73kg級）
上運天琉太（ウエイトリフティング 102kg級）

11.11 第 68回全琉小・中・高校図画作文書道コンクール【創作文】最優秀賞 長嶺葵（３年）
    11.20 校内マラソン大会：豊崎海浜公園内
    11.23 第 17回秋季記録会 陸上１位 神谷歩希（男子 A400ｍ）

11.29 第７回３✕３U18全日本選手権大会（女子バスケットボール部）
女子２位 寺尾杏、豊里みづき、伊良部由侑

12.５ 第 42回読売学生書展
読売学生俊英賞  金城なな（２年） 特選  仲本悠人（１年） 大城杏（２年）

１.17 沖縄県バスケットボール協会（女子）優勝チーム賞 寺尾杏、豊里みづき、伊良部由侑
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３.１ 第 76回卒業式 （男子１６６名、女子１５２名、計３１８名）
３.24 令和２年度修了式・離任式

令和３年度
４.１ 校長 上原 源三（那覇高校より）、事務長 神谷 隆博（南部工業高校より）

他 20名着任
    ４.７ 第 76回入学式（男子１５５名、女子１４８名、計３０３名）、1学期始業式
    ５.９ 第 38回タイムス杯争奪総合体操競技大会  ゆか、跳馬、鉄棒１位 松浦陸斗

５.29 沖縄県高等学校総合体育大会 ～6/1 男女総合５位（男子１１位、女子４位）
団体優勝 男子ウエイトリフティング部
個人優勝 ウエイトリフティング競技：永山盛耀（男子 67㎏級）新垣璃恩（男子73㎏級）、

幸地優吾（男子 81㎏級）、造倉翼（男子 89㎏級）、米増希々花（女子 59㎏級）、
松浦陸斗（体操競技総合、鞍馬）

８.11 全国高等学校総合体育大会ウエイトリフティング競技 3位 永山盛耀
８.19 第 49回沖縄県高等学校音楽コンテスト（独唱） 金賞 金城樹
８.26 沖縄県高等学校新人体育大会陸上競技 女子七種競技  野辺咲華
10.24 沖縄県高等学校新人体育大会水泳競技 男子 200M平泳ぎ１位田中温希
10.30 沖縄県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技  女子団体 優勝
11.７ 沖縄県高校新人大会ウエイトリフティング競技  男子団体優勝 女子団体３位

男子 61㎏級 優勝 島根晟帆  男子 67㎏級 優勝 川村佑斗
男子 89㎏級 優勝 造倉翼      男子 102㎏級 優勝 上運天琉太

１.19  第 30回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会男子 102㎏級 優勝 上運天琉太
２.20 第 52回沖縄県高校新人ダブルスバドミントン選手権大会優勝 金元柚樹、眞栄里日菜
２.29 第 60回全沖縄児童生徒書き初め展 最優秀賞 松島柑奈
３.１ 第 77回卒業式（男子１５８名、女子１６１名、計３１９名）
３.23 令和３年度修了式・離任式

令和４年度
４.１ 教頭 福里修作（豊見城高等学校より）、教頭 上原信（久米島高等学校より）他 14名着任

    ４.７ 第 77回入学式(普通科男子 165名･女子 155名、合計 320名）・就任式・始業式
    ４.23 ﾊｲｽｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝｿﾌﾄﾃﾆｽ 2022沖縄県予選大会 優勝:石塚可憐(3年)･宮里来瞳(2年)

５.28  県高等学校総合体育大会（～31日）総合５位（男子 11位・女子３位）
ウエイトリフティング：学校対抗男子の部 優勝 *2年連続 20回目
男子【61kg級】1位:島根晟帆(3年)

【89kg級】1位:造倉翼(3年) 【102kg級】1位:上運天琉太(3年)
    卓球：学校対抗女子の部 優勝 ダブルス 1位(喜久山愛 2年･原國柚月 1年)
   陸上:【女子 7種競技】1位:野辺咲華(3年）
    ソフトテニス:女子個人 1位(玉城みりあ 2年･伊芸美由華 2年)
６.17 全九州高等学校体育大会ウエイトリフティング競技 【89kg級】1位:造倉翼(3年)

     ７.９ 第 41回全日本ジュニアバドミントン選手権大会沖縄県代表選考会
      女子ダブルス 優勝: 長嶺愛心(1年)･新垣萌音(1年)
     ７.28  全国総合体育大会四国総体 ウエイトリフティング：男子【89kg級】1位:造倉翼(3年)
     ８.４ 第 46回全国高等学校総合文化祭東京大会 器楽･管弦楽部門出場 比嘉弥優美(3年)
     ８.10 沖縄県高等学校対校秋季陸上競技大会【女子 400MH】1位:野辺咲華(3年)
     ８.29 沖縄県高等学校新人体育大会
      ウエイトリフティング 学校対抗男子の部 優勝 *2年連続 11回目
          男子【61kg級】1位:並里久仙(2年) 【81kg級】1位:山内優和(2年) 

【102kg級】1位:諸見里凌空(2年)
        バドミントン 男子 団体優勝 女子 団体準優勝【シングルス】準優勝:長嶺愛心(1年)

【ダブルス】優勝:新垣萌音･長嶺愛心(1年)
卓球 女子 【シングルス】優勝:喜久山愛(2年)

９.25  第 33回体育祭「怒濤 ～one for all, all for one～ 心を一つに勝利をつかめ」
12.10 第 36回海邦国体記念選手権大会兼第 38回全国高校選抜選手権大会選考会

ウエイトリフティング競技
男子 1位【61kg級】並里久仙(2年) 【102kg級】1位:上運天琉太(3年)

12.29 第 46回琉球新報旗争奪ウエイトリフティング競技選手権大会
   男子 1位【55kg級】仲村渠大幸(1年)【61kg級】並里久仙(2年)
３.１ 第 78回卒業式(306名：男子 145名・女子 161名)
３.24  令和４年度修了式・離任式

令和５年度
４.１ 校長 金城栄一(辺土名高)、事務長 喜友名正光(開邦高)他 22名着任

    ４.８ 第 78回入学式(普通科男子 181名･女子 139名、合計 320名）

- 16 -



    ５.20 県高等学校総合体育大会（先行開催）
       バドミントン 女子 団体優勝 【ダブルス】優勝(長嶺愛心 2年･新垣萌音 2年)
             卓球：【シングルス】優勝上原南羽(1年)【ダブルス】優勝(喜久山愛 3年･原國柚月 2年)
     ５.27  県高等学校総合体育大会（～31日）総合 10位（男子 15位・女子 8位）
             【61kg級】1位:並里久仙(3年)【81kg級】1位:山内優和(3年)

柔道：女子【70kg級】優勝:與那はるな(2年)
７.８  第 42回全日本ジュニアバドミントン選手権大会沖縄県代表選考会

        女子ダブルス 優勝: 長嶺愛心(2年)･新垣萌音(2年)   
８.10  全国高校総合体育大会北海道大会ウエイトリフティング【61kg級】4位:並里久仙(3年)

     ８.22  沖縄県高校卓球城間杯 女子卓球部 団体優勝【ダブルス】優勝(喜久山愛 3年･原國柚月 2年)
     ９.３  第 50回仲村寛市杯沖縄県高校新人シングルスバドミントン選手権大会

女子 優勝:長嶺愛心(2年)
      ９.29  第 37回糸高祭「highサイ！Highタイ！チャービラ祭！！糸高魂でーじなってるってよ！！」

10.14  国民体育大会燃ゆる感動かごしま大会
              ウエイトリフティング競技【61kg級】スナッチ 2位･ジャーク 4位：並里久仙(3年)

10.24  県高等学校新人体育大会 
バドミントン:男子 団体優勝 女子団体優勝【ダブルス】準優勝(長嶺愛心･新垣萌音)

        10.28  県高等学校新人体育大会  柔道：女子【70kg級】優勝:與那はるな
ウエイトリフティング：男子【55kg級】1位:仲村渠大幸(2年) 卓球：女子 団体優勝

    12.10 第 37回海邦国体記念兼第 39回全国高校選抜大会選手選考会【55kg級】1位:仲村渠大幸(2年)
     12.４ 第四十九回沖縄県ソロコンテスト【クラリネット独奏】金賞:金城望(2年)
     12.11 国際性に富む人材育成事業グローバル･リーダー育成海外短期研修事業
       沖縄県高校生海外雄飛プログラム 米国ハワイ州派遣 金城里奈(1年) ～2/25

３.１ 第 79 回卒業式(290名：男子 149名・女子 141名)
３.22  令和５年度修了式・離任式

令和６年度  
４.１ 教頭 花城勝代(首里東高より) 他 15名着任

   ４.８  就任式・１学期始業式 第 79回入学式(男子 187 名･女子 135名、合計 322名)
    ４.20 第 39回女子沖縄県新人体重別高等学校柔道大会  女子 優勝:與那はるな(3年)

４.21 ハイスクールジャパンカップ ソフトテニス 2024沖縄県予選大会
【女子シングルス】3 位(古屋琉華 3 年)【ダブルス】2 位(瀬名波百合愛 3 年･仲里結菜 3 年)

     ４.26 遠足(1年:美々ビーチ、2年:豊崎美ら Sunビーチ、3年:あざまサンサンビーチ）
    ４.27 第 40回海邦国体記念高校卓球大会 女子団体準優勝

５.２ 新入生歓迎球技大会 於:西崎総合体育館
５.12 第 75回沖縄陸上競技選手権大会男子 B3000m ３位 兼箇段冴季(1年)
５.20 県高等学校総合体育大会ボクシング競技 ライトウェルター級２位 神里賢太郎(2年)

        ５.22 生徒総会
    ５.25 県高等学校総合体育大会（先行開催）（～29日）

バドミントン:男子 団体 準優勝
【ダブルス】3位（伊敷勇佑斗 2年・小波津雅琥 2年)（當間聖剣 3 年・上里明輝 1年）
女子【団体】準優勝【ダブルス】3位(長嶺愛心 3年･新垣萌音 3年)

【シングルス】3位（長嶺愛心 3年）
卓球：女子【団体】３位  【ダブルス】優勝上原南羽(２年)原國柚月(3年)

【シングルス】優勝上原南羽(2年)
柔道：女子【団体】３位 【女子 70kg級】優勝:與那はるな(３年)

５.27  平和講演会 演題「戦前と戦後の挾間でｰ沖縄の現在地を考えるｰ」 講師:仲本和 氏
６.１ 県高等学校総合体育大会（～4日）総合 7位（男子 12位・女子 7位）   

          ウエイトリフティング：男子団体の部 準優勝
【55kg級】2位:仲村渠大幸(5年) 【96kg級】優勝:長嶺彰裕(3年)
【＋102kg級】２位:桃原結翔(１年)
ソフトテニス：女子 団体優勝 【ダブルス】２位 荒川心奏（３年）古屋琉華（3年)

６.７ 令和６年度沖縄県高等学校総合体育大会 女子サッカー競技 3位
６.11 第 71回 NHK杯全国高校放送コンテスト沖縄県大会

テレビドキュメント 優秀賞（全国大会派遣）（～12日）
６.11 生徒会長選挙 会長:安谷屋庚生（２年）副会長:國吉悠斗(２年)小野紅葉(２年)
６.15 R６年度全九州総合体育大会第 78回全九州高等学校ウエイトリフティング競技大会

【55kg級】７位:仲村渠大幸(3年) 【73kg級】12位:岩崎宇希(１年)
【96kg級】６位:長嶺 彰裕(3年) 【102kg級】４位:稲嶺直歩(１年)

   【＋102kg級】７位：桃原結翔（１年）
６.29 第 106回全国高校野球沖縄大会 １回戦 10-0(対沖縄高専） ２回戦 ５-６(対北山)

- 17 -



７.６  第 78回国民体育大会卓球競技少年種目県予選 女子シングルス １位上原南羽(２年)
７.７ 第 43回全日本ジュニアバドミントン選手権大会沖縄県代表選考会

       女子ダブルス 優勝:比嘉理央(2年)･金城光咲(１年)女子シングルス 3位:金城光咲(1年)
男子ダブルス準優勝:伊敷勇佑（２年）小波津雅琥（２年）
３位:上里明輝（１年）福元 悠吾（２年）男子シングルス:３位上里明輝(１年)

７.18 校内弁論大会 最優秀賞:安谷屋庚生(２年) 優秀賞:加藤美寿妃(３年)  井野由宇那(２年)
７.19 １学期終業式
７.19 令和６年度国民ｽﾎﾟｰﾂ大会第 44回九州ﾌﾞﾛｯｸ大会 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技少年男子（ﾎﾙﾀﾞｰ・ﾘｰﾄﾞ）

出場 高木陽羽（２年）（～21日）
７.21 令和６年度第 50回那覇南部地区高等学校バドミントン１年生大会
    男子シングルス準優勝 上里明輝（１年）
７.22 第 71回 NHK杯全国高校放送コンテスト出場（～25日）
７.25 全国高校総合体育大会北九州総体 ソフトテニス競技大会女子団体出場 (～28日）

             個人：比屋根琉南 瀬名波百合愛 古屋琉華 荒川心奏（３年）
７.27 ガクアル FESTA2024高校生ダンスコンテスト沖縄 沖縄ホンダ特別賞受賞
７.29 令和６年度おきなわ国際協力人材育成事業 

カンボジア王国派遣 城間みなみ（２年）（～8月 8日）
８.５ 第 48回全国高等学校総合文化祭 器楽・管弦楽専門部会賞 新垣みずほ(３年)
８.８ 全国高校総合体育大会北九州総体 卓球競技大会出場

女子ダブルス：上原南羽(２年)原國柚月(３年）女子シングルス：上原南羽(２年）
８.10 全国高校総合体育大会北九州総体柔道競技大会二回戦敗退(～14日）與那はるな(３年)
８.13 令和 6年度沖縄県高等学校卓球選手権大会(～15日）

女子学校対抗 優勝 銘苅希来葵 上原南羽 玉城妃琉 志禮友結(２年)
金城萌々花 伊敷悠(1年）

女子ダブルス 準優勝 銘苅希来葵 上原南羽(２年)
女子シングルス  優勝 上原南羽(２年)

８.19 第 34回沖縄県高等学校野外スケッチ大会 優秀賞 和田陽菜子(２年）
８.21 第 36回 NTT西日本杯全沖縄高等学校ソフトテニス大会(～22日）   

        女子団体 優勝 神谷織衣 仲尾次真綾 金城朱里(２年） 伊芸美桜 謝花美空           
           大城輝莉(１年） 女子個人 優勝 金城朱里(２年) 伊芸美桜(１年)

９.１ 沖縄県高等学校新人体育大会水泳競技 男子 400m自由形２位 乗田剛(２年）
９.１ ２学期始業式・HR役員認証式
９.13 令和６年度沖縄県高等学校新人体育大会 陸上競技 男子 1500m 第２位兼箇段冴季(1 年)  
９.20 第 52回沖縄県高等学校音楽コンテスト(～21日)ピアノ独奏の部 銀賞 大田倖綾(３年)

声楽独唱の部 銀賞 金城好八(３年) 銅賞 伊敷和愛(２年)
ｳﾞｫｰｶﾙｱﾝｻﾝﾌﾞﾙの部 銀賞 神里こなつ,幸地琴春,伊敷和愛,新地桜(２年)金城好八(３年)
第 59回沖縄高等学校英語弁論大会出場 刘枷彤(２年）

    ９.29 令和６年度全九州高等学校選手権新人水泳競技大会出場(～29日) 乗田剛(２年）
10.１ 進路講演会 演題「何のために働くの！？－自分はどんな仕事に向いているのだろうか－」

講師:沖縄大学教授 宮城能彦 氏
    10.９ 第 35回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 高校生の部 優秀賞 嘉数晴久(２年）

「風船が宇宙へ向かって落ちてゆく」
     10.15 薬物乱用防止講話(5,6校時) 講師：県警本部生活安全部少年課課長補佐 荷川取 尚志 氏
    10.20 県高校新人体育大会ボクシング競技（～22日）バンタム級第２位 神谷貴野眞(1年)

10.26 県高校新人体育大会 ウエイトリフティング競技（～27日）
73kg級３位岩崎宇希(1年) +102kg級３位桃原結翔(1年)

県高校新人体育大会ソフトテニス競技女子団体
優勝  伊芸美桜，眞保榮あきな,謝花美空 大城輝莉(１年）, 島袋萊々 神谷織衣

仲尾次真綾 金城朱里（２年）
10.27 第 48回沖縄県高等学校総合文化祭美術工芸部門 優秀賞 和田陽菜子（２年）
10.28 県高校新人体育大会 ソフトテニス競技女子個人優勝 伊芸美桜（１年）金城朱里（２年）
10.29 県高校新人体育大会 バドミントン競技 【女子団体】優勝 金城大花,金城光咲,上原悠亜， 

比嘉千尋（１年）比嘉理央，大崎優心，伊敷美佑，玉城杏菜（２年）
【女子ダブルス】第２位 金城光咲（１年）比嘉理央（２年）
【女子シングルス】第３位 金城光咲（１年）
【男子団体】準優勝 上里明輝 屋嘉比日和（１年）東恩納青羽 伊敷勇佑 奥平凌次

小波津雅琥 照屋琳久 福元悠吾（２年）
【男子シングルス】第３位 小波津雅琥 伊敷勇佑（２年）
卓球競技 女子学校対抗 優勝 銘苅希来葵 上原南羽 玉城妃琉 志禮友結(２年)

金城萌々花 伊敷悠(1年）
【女子ダブルス】 第３位 銘苅希来葵 上原南羽（２年）
【女子シングルス】 第３位 銘苅希来葵（２年）
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10.30 第 72回全琉小中高等学校図画工作文書道コンクール 作文（韻文）
優良賞 金城望（３年）書道 優秀賞 幸地あかり（２年）崎山葵陽（３年）

11.１ 男子第 72回・女子第 42回沖縄県高等学校駅伝競走大会出場
  （男子：糸満、向陽、南部工業合同チーム、女子：糸満、浦添合同チーム）

11.２ 第 36回沖縄県高等学校書道展 優良賞 幸地あかり（２年）
奨励賞 當山えみる（１年）玉城あかり（２年）

    11.３  第23回全国書道展(岐阜女子大学主催)特賞 玉城あかり 宮城優里菜(２年) 仲里美穂(３年)
11.６ 第 46回九州高校放送コンテスト沖縄県大会朗読部門 優秀賞 神里こなつ（１年）

優良賞 安谷屋庚生（２年）
    11.８  平和ウォークラリー（２年）

11.10  第 49回沖縄県高等学校野球１年生中央大会 ベスト４  
     11.13 令和６年度税に関する高校生の作文表彰 沖縄国税事務所長賞 金城里奈（２年）

11.15 校内陸上競技大会
11.19 性教育講演会 「デートＤＶ防止講話」（全学年） 

講師 名嘉知恵理氏（がじゅまる沖縄ＤＶ加害者更生相談室研究員・公認心理士）
11.29 芸術鑑賞会（全学年） 演目「津軽三味線」 株式会社影向舎あべや  
12.５  後援会主催県外高等学校訪問研修(～６日） 職員３名，生徒６名派遣

      派遣生徒：大城孔輝 小波津雅琥 山城玄太 新垣佑子 平野和 安谷屋庚生（２年）
     12.11 第 40回校内合唱コンクール（5･6校時 芸術選択クラス）

12.13 理科野外探究（トリム、八重瀬公園、水鳥湿地センター）(１年)
12.13  第 46回九州高校放送コンテスト福岡大会朗読部門出場 神里こなつ（１年）（～15日）
12.21  第 53回沖縄県高等学校野球部対抗競技大会 総合優勝

     12.23 人権教育講話（全学年） 演題「子どもの人権 ～今、未来の子ども達のために～」 
講師 須藤竜氏（介護福祉士）

     12.25 ２学期終業式 伝達表彰 進学エンカレッジ事業報告会
   １.６ ３学期始業式 HR役員認証式 後援会主催県外高等学校訪問研修報告会
        １.８ 金融特別講演「18歳成人と大切なお金の知識」

講師:久米 忠史 氏[株式会社 まなびシード代表取締役]  対象:3学年
        １.11 第30回全沖縄高等学校ソフトテニス選手権大会ダブルス ２位 金城朱里(2年)伊芸美桜(1年)
    １.15  令和６年度第 33回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会出場
       73kg級 岩崎宇希(１年)(～20日)

１.21 3年０学期宣言発表会 発表：２学年全クラス 聴衆：１学年全クラス
１.22 対日理解促進交流プログラム「カケハシ･プロジェクト」米国ワシントン州 職員１名

生徒９名派遣（～30日）派遣生徒:川上泰生 島袋未来望 玉城あかり 照屋碧唯
    田村和愉 親泊香奈 大城花菜子（２年）茅原朋花 眞境名唯（１年）
１.22～24 沖縄科学技術向上事業 先端研究施設研修派遣 仲榮眞 帆乃花 於:筑波宇宙センター他
１.26 第 48回琉球新報旗争奪高等学校 ウエイトリフティング選手権大会

＋102kg級 第２位 桃原結翔（１年）
１.31 予餞会 第１部球技大会(ドッジボール) 第２部有志団体舞台パフォーマンス
２.１ 第 61回沖縄県高等学校ボクシング選手権大会バンダム級 第２位 神谷貴野眞（１年）
２.２ 第 50回沖縄県ソロコンテスト

アルトサクソフォン独奏：銀賞 佐野鈴音（１年） トロンボーン独奏：中村穂乃花（２年）
２.９ 第 18回沖縄県ヴォーカルアンサンブルコンテスト 銀賞

ヴォーカル：伊敷和愛 幸地琴春 新地桜（２年）神里こなつ（１年）
伴奏：大田倖綾（３年）
第 55回沖縄県高校新人ダブルスバドミントン大会
[女子]優勝 比嘉理央(2年)金城光咲(1年)

   [男子]優勝 小波津雅琥 伊敷勇佑(２年）３位 上里明輝（１年）福元悠吾(２年）
２.18  第 53回高等学校野球部対抗競技大会 総合１位
３.１ 第 80回卒業式(男子 163名・女子 154名 計 317名)
３.８ 第 14回美ら島総体記念高等学校ソフトテニス大会 １位 伊芸美桜 眞保榮あきな
   謝花美空 大城輝莉（１年）神谷織衣 金城朱里（２年）
３.９ 第 59回タイムス杯争奪全沖縄ソフトテニス選手権大会一般女子

準優勝 金城朱里（２年）伊芸美桜（１年）
第 49回市郡対抗兼第 34回学校対抗ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ選手権大会

    ＋73kg級１位岩崎宇希（１年） ＋109kg級２位桃原結翔（１年）
     ３.12 進路決定者による進路講話(３校時) 対象:１、２年生
    ３.13 第 45回金城芳雄杯沖縄県選抜バドミントン大会女子ダブルス 

準優勝 比嘉理央（２年）金城光咲（１年）
３.19 令和６年度修了式・離任式 
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令和７年度
４.１ 校長 山城芳則（県教育庁より） 教頭 下地農(県立総合教育センターより) 他 20名着任

     ７ 就任式・１学期始業式 第 80回入学式(男子 153 名･女子 160名、合計 313名)
４.19 ハイスクールジャパンカップ ソフトテニス 2025沖縄県予選大会

【女子シングルス】１位(伊芸美桜２年）２位（金城朱里３年）
【ダブルス】３位(金城朱里３年･伊芸美桜３年） 

４.28 第 31回沖縄県高等学校ボクシング部春季大会バンタム級２位 神谷貴野眞
    ４.29 第 41回海邦国体記念高校卓球大会 女子団体３位

５.２ 新入生歓迎球技大会 於:西崎総合体育館
５.17 第 76回沖縄陸上競技選手権大会男子 A走り幅跳び ３位 伊敷埜世（1年）
５.17 県高等学校総合体育大会（先行開催）（～21日）
   バドミントン男子【団体】準優勝

【ダブルス】優勝（伊敷勇佑斗 3年・小波津雅琥 3年)
３位（照屋琳久 3年・東恩納青羽 3年）
３位（福元悠吾 2年・上里明輝 2年)

女子【団体】準優勝
【ダブルス】優勝（比嘉理央 3年･金城光咲 2年)
【シングルス】3位（金城光咲 2年）

        ５.22 生徒総会
    ５.24 県高等学校総合体育大会（～28日）総合 16位（男子 22位・女子 13位）

ウエイトリフティング 【81kg級】優勝:岩崎宇希(２年)【＋102kg級】２位:桃原結翔(２年)
５.27 ソフトテニス：女子 【団体】優勝 【個人戦】優勝 金城朱里（３年）伊芸美桜（２年)

卓球：女子【シングルス】２位上原南羽(３年)
【ダブルス】３位上原南羽(３年)銘苅希来葵(３年)  

    ５.31 水泳競技：1500M自由形３位 乗田剛（３年）
    ６.４ 高校生のための文化講演会 講師：三宮真由子氏 演題：「響き合う毎日」
    ６.15 第 107回全国高校野球沖縄大会 １回戦 3-2(対ウェルネス沖縄） 28日２回戦 0-7(対沖尚)

６.17 生徒会長選挙 会長:上良一矢(２年) 副会長:喜屋武煌大(２年)大城小雪(１年)
    ６.19 平和講演会 演題「沖縄の戦後を考える～戦後８０周年の現在地から～」 講師:仲本和 氏
    ６.23 令和７年沖縄全戦没者追悼式 献花補助で生徒参加  上良一矢（２年）神里こなつ（２年）
    ７.６ 第 44回全日本ジュニアバドミントン選手権大会沖縄県代表選考会
         女子【ダブルス】 優勝:金城光咲(２年)・金城大花（２年）  
           【シングルス】 ２位:金城光咲(２年)・３位:上原悠亜（２年）・中村信音（１年）
    ７.７ ＩＴリテラシー講座

講師：(株)ﾗｲﾄｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ 小野博之氏（専門学校那覇日経ビジネス IT総合授業マナー講座）
    ７.10 校内弁論大会 最優秀賞:福井沙和(３年) 優秀賞:長嶺美莉亜(２年)  上江洲乙葉(１年)
    ７.14 進路講話 講師：諸見里明氏（興南高等学校校長・本校卒業生）

７.17 自転車交通講話  講師:糸満警察署交通課企画規制係長  野波勉 氏
    ７.18 １学期終業式
    ７.22 第 65回沖縄県吹奏楽コンクール Bパートの部 審査員特別賞

７.26 第 49回全国高等学校総合文化祭 かがわ総文祭 2025 美術・工芸部門 和田陽菜子(3年)
７.27 第 15回八重瀬町長杯争奪 美ら島総体記念ウエイトリフティング競技大会 

81㎏級優勝 岩崎宇希（2年） ＋109㎏級 2位 桃原結翔（2年）
87㎏級優勝 仲本苺鈴（2年）

    ７.29 全国高校総合体育大会中国総体 ソフトテニス競技大会出場（～31日）
         女子ソフトテニス部団体，個人：金城朱里（3年）伊芸美桜（2年）仲尾次真綾（3年）

大城輝莉（3年）
８.３ 全国高校総合体育大会中国総体 卓球競技大会出場  女子シングルス：上原南羽(3年）
８.７ 全国高校総合体育大会中国総体 バドミントン競技大会出場（～9日）
     男子ダブルス：小波津雅琥（3年）伊敷勇佑（3年）

女子ダブルス：比嘉理央（3年）金城光咲（2年）
    ８.10  全国高校総合体育大会中国総体 ウエイトリフティング競技大会出場 

男子 81㎏級 岩崎宇希(2年)
８.15  令和 7年度沖縄県高等学校卓球選手権大会

男子団体３位 金城直寿 玉城陽翔 新垣栄人 大久保颯太 富永涼太(1年)
真境名唯 牧野航英（2年）

        女子ダブルス ３位 安谷屋光咲 弓場夏海(1年)
    ８.18 第 35回沖縄県高等学校野外スケッチ大会 優秀賞 和田陽菜子(3年）

８.21 第 37回 NTT西日本杯全沖縄高等学校ソフトテニス大会
        女子団体 優勝 伊芸美桜 謝花美空 大城輝莉 眞保榮あきな 神谷綾音（2年）

新城祐日（1年）
        女子個人 ３位 多和田恵梨(1年) 森川結菜(2年)
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８.23 第 35回児童生徒の平和メッセージ 図画部門 優良賞 金城更紗（2年）
８.27 第 37回沖縄県高等学校席上揮毫大会

        書道専門部賞 仲本琴菜（2年） 優秀賞 副田百合子（1年） 優良賞 當山えみる（2年）
    ８.28 ２学期始業式
    ８.31 第 40回沖縄県高等学校対校秋季陸上競技大会 男子 3000ｍSC 1位 新垣凱也（2年）
    ９.７ 第 52回仲村寛市杯高校新人シングルスバドミントン選手権大会

男子シングルス３位 仲座大貴（1年）
    ９.12 第 53回沖縄県高等学校音楽コンテスト

声楽の部 金賞 上原壮太（2年）  声楽の部 銀賞 神里こなつ（2年）
木管楽器独奏の部 銀賞 佐野鈴音（2年）

    ９.18 第 60回沖縄高等学校英語弁論大会出場 城間文乃(1年）
    ９.19 第 36回沖縄県高等学校野外スケッチ大会 優良賞 親泊香奈（３年）

９.21 令和 7年度沖縄県高等学校新人体育大会 
陸上競技 男子走り高跳び 第３位 大城航太郎（2年）
卓球競技 女子シングルス第３位 安谷屋光咲（2年）

男子ダブルス第３位 金城直寿、新垣栄人（1年）
    ９.28 第 34回体育祭 テーマ「怒濤だけじゃダメですか？魂全開でイーヤーサーサチムドンドン」
    ９.30 進路講話 「モチベーションアップ講演会」

講師：竹下しんいち氏（株式会社バンズカンパニー代表取締役社長）
    10.14 令和 7年度沖縄県高等学校新人体育大会ボクシング競技 ライト級優勝 神谷貴野眞（2年）

薬物乱用防止講話
    10.17 糸満高校フィールドワーク（遠足）1年生：美々ビーチ糸満 2、3年生：豊崎美ら SUNビーチ

10.18 令和 7年度沖縄県高等学校新人体育大会ウエイトリフティング競技（～19日） 
        79kg級優勝 岩崎宇希（2年） 69kg級３位 仲本苺鈴（2年）
    10.25 令和 7年度沖縄県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技女子団体 2位

伊芸美桜、神谷綾音、謝花美空、大城輝莉、伊敷桃子、森川結菜（2年）
新城祐日、多和田恵梨（1年）

    10.27 令和 7年度沖縄県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技 女子個人
2位 大城輝莉（2年）・新城祐日（1年） 3位 伊芸美桜（2年）・謝花美空（2年）

    10.28 令和 7年度沖縄県高校新人体育大会バドミントン競技 
        女子団体 優勝 金城光咲、金城大花、上原悠亜、比嘉千尋、前門美桜、モーク花蘭（2年）
                中村信音、小笹杏俐（1年）
        女子ダブルス 優勝 金城光咲・金城大花（2年）

女子シングルス 第 3位 金城光咲（2年）
        男子団体 第 3位 長田貢、上里明輝、城間大作、金城瑠晟、屋嘉比日和（2年）
                仲座大貴、大湾政弥、志喜屋伍斗（1年）
        男子ダブルス 第 3位 上里明輝（2年）・仲座大貴（1年）
    10.29 第 73回全琉小中高等学校図画工作文書道コンクール 
        作文 最優秀賞（韻文）水田大地（1年） （創作文）玉城孝介（2年）
        書道 最優秀賞 具志堅莉子（1年）副田百合子（1年）
    10.30 税に関する高校生の作文 高校生の部 沖縄国税事務所長賞 許田莉生（2年）
    11.１ 第 73回・女子第 34回沖縄県高等学校駅伝競走大会出場 男子：５位、女子：５位

第 37回沖縄県高等学校書道展 優秀賞 副田百合子（1年）
11.２ 第 24回全国書道展（岐阜女子大学主催）

書道展賞 福元ひかり（1年）大学賞 副田百合子（1年）
11.５ 第 47回九州高校放送コンテスト沖縄県大会

短編動画部門 最優秀賞 城間文乃（1年） 朗読部門 優秀賞 神里こなつ（2年）
    11.６ 後援会主催県外高等学校訪問研修(～7日）

訪問先：福岡県立明善高等学校、福岡県立春日高等学校、九州大学筑紫キャンパス
        派遣生徒：喜屋武煌大、茅原朋花、金城遥空、酒井朝妃（2年）

野村幸来、大田智弘、仲程陽菜、照屋瑛斗（1年） 
11.14 平和学習ウォークラリー（1、2年）
11.15 第 50回沖縄県高等学校野球１年生中央大会 ベスト４
11.20 第 15回沖縄県新聞スクラップコンテスト 切り抜き新聞部門 県知事賞 酒屋朱莉（2年）
11.29 YA POPコンテスト高校生部門 最優秀賞 小笹杏莉（1年）
12.10 芸術鑑賞会（全学年）組踊り「二童敵討」子の会
12.15 性教育講話 講師：和田なほ氏 思春期保健相談士・性教育認定講師
12.16 人権教育講話 講師：川津知大氏 弁護士（弁護士法人のぞみ法律事務所）
12.20 糸満高校創立 80周年記念講演会・記念式典・祝賀会
12.21 第 54回高等学校野球部対抗競技大会 総合１位
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12.25 火災・地震・津波防災避難訓練・消防訓練(1・2校時)全校生対象
   ２学期終業式
１.６ ３学期始業式
１.10 第 31回全沖縄高等学校ソフトテニス選手権大会 ダブルス優勝 伊芸美桜・神谷綾音（２年）
１.11 令和７年度第 34回全九州高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会出場

男子【79kg級】2位 岩崎宇希（2年）女子【69㎏級】3位 仲本苺鈴（2年）
    １.13 ２学年修学旅行（東京浅草・自主研修・ディズニーリゾート・上野）～16日

１.20 令和 8年度版黄金言葉カレンダー原画コンクール 優秀賞 呉屋良星（2年） 上里美心（2年）
    １.21 沖縄科学技術向上事業先端研究施設研修派遣 玉城孝介(２年)筑波宇宙センター他 (～23日)

１.22 第 62回全沖縄青少年読書感想文感想画コンクール感想画
（1年）【最優秀賞】 金城安純 【優秀賞】城間小雪 長島ひかり 

【優良賞】大田智弘 𠮷田琴音 小笹杏莉 中田英志
１.25 第 48回琉球新報旗争奪高等学校ウエイトリフティング選手権大会

男子【79kg級】優勝 岩崎宇希（2年）女子【69㎏級】優勝 仲本苺鈴（2年）
    １.30 予餞会 第１部球技大会(ドッジボール) 第２部有志団体舞台パフォーマンス
    ２.１ 第 33回沖縄県高等学校新人駅伝競走大会 男子６位 女子３位

第 61回沖縄県高等学校ボクシング選手権大会 ライトウエルター級 優勝 神谷貴野眞（2年）
第 51回沖縄県ソロコンテスト バスクラリネット独奏 銀賞 辻野奈々（2年）

                      クラリネット独奏 銀賞 松村心愛（2年）
    ２.２ ２年探究：3年０学期宣言発表会 １年参加
       ３年探究：金融特別講演「18歳成人と金融トラブル」
             講師:山本 拓 氏[SMBCコンシュマーファイナンス]  対象:3学年

２.10 令和八年水難事故防止ポスター中央審査会 最優秀賞 大城里恋（2年）
２.17 第 53回沖縄県高等学校野球部対抗競技大会 総合 1位
２.22 第 64回全沖縄児童生徒書き初め展 最優秀賞 副田百合子（1年）
       金賞 大嶺くくる(1年)具志堅莉子(1年)仲本琴菜(2年)當山えみる(2年) 幸地あかり(3年)

    ３.１ 第 81回卒業式(男子 174名・女子 131名 計 305名)
    ３.11 進路決定者による進路講話(３校時) 対象:１､2年生
    ３.19 修了式・離任式
    ３.27 令和 7年度第 41回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会

男子【79kg級】スナッチ 2位 トータル 3位 岩崎宇希（2年）
令和８年度
    ４.１ 教頭 譜久村照代（久米島高校より）、事務長 玉城司（宮古総合実業高校より）他 20名着任
    ４.７ 就任式・１学期始業式 第 81回入学式（男子 180名・女子 137名、合計 317名）
    ４.14 情報モラル講話「その投稿、本当に大丈夫？―高校生が知っておきたいネットのリスク―」
                講師：新城千夏 氏（沖縄司法書士会 司法書士法人なかいし事務所）

５.１ 新入生歓迎球技大会 於：西崎総合体育館
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〔６〕学 校 運 営 

１．学校運営組織図 
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１学年会 
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教務・情報図書視聴覚部 
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環境美化部 

国語 地理歴史･公民 
数学 理科 保健体育 芸術 
英語 家庭 情報 

【常置委員会】  
１．運営      ９．衛生 
２．生活指導     10． 校務分掌研究 
３．学力向上推進   11． 内規検討 

４．キャリア・探究  12． 学校保健 

５．推薦           ・体力向上 

６．教育課程     13． 学校取扱金検討

７．特進クラス推進 14． 教育情報 

８．人権      15． 国際交流 
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５．校内研修推進    11．進路検討 

６．防災教育     12．教職員負担軽減

・安全教育  

７．修学旅行         13．いじめ防止対策
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職　　　名 男 女 計

校　　　長 1 0 1

教　　　頭 1 1 2

事　務　長 1 0 1

教　　　諭 26 27 53

養 護 教 諭 0 2 2

実 習 助 手 1 1 2

事　　　務 1 6 7

就学支援金事務補助 0 1 1

司　　　書 0 1 1

用　　　務 1 1 2

Ｐ　Ｔ　Ａ 0 2 2

外国語指導助手 1 0 1

教員業務支援員 0 0 0

小　　　　計 33 42 75

講　　　師 0 4 4

学　校　医 1 0 1

産　業　医 1 0 1

学 校 歯 科 医 1 0 1

学 校 薬 剤 師 0 1 1

小　　　　計 3 5 8

合　　　　計 36 47 83

２．職 員 構 成

講
　
　
師
　
　
等

常
　
　
勤
　
　
職
　
　
員
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担当者欄の印･･････ ◎：各部主任 ◆：主たる担当者（係任務は主・副でペアで行う）

各 部・係 担 当 者 分  掌  内  容

教
務
･
情
報
図
書
視
聴
覚
部
10
＋
実

習

助

手

１
＋
司
書1
1

教務主任 ＊校長の監督を受け、教育計画の立案その他の教務に関する事項についての連絡調整及
び指導助言に当たる

企画・調整

＊校務の企画運営、各部との連絡調整、部内分掌事務の整理・割当・連絡調整
職員会議等の企画、新任職員オリエンテーション、各種委員会発足

＊始業式・終業式・修了式・離任式・就任式の実施、全体集会の実施
＊学校要覧の作成及び配布計画
＊高校入試業務(副）､合格者オリエンテーション（副）
新入生オリエンテーション(教務関係)、伝達表彰

＊三者面談案内文および資料作成作成と日程調整、ＰＴＡ運営委員会委員
＊身分証明書関係
＊進路支援システムの管理補佐

高校入試
＊高校入試の企画、高校入試業務（主）、合格者オリエンテーション（主）、中学校へ
の学校説明会・入試説明会、学校案内の作成及び配布計画、入試に関する追跡調査、
入試関係公簿等の保管・整理

行 事

＊学校行事の実施に関すること
入学式及び卒業式の企画、糸高祭・体育祭等学校行事実施計画

＊年間･月間行事計画作成、授業時数調整・報告
職朝連絡票への行事予定入力、週番割当

＊ＬＨＲ年間計画（年間計画用紙作成・保管・体育館使用割り振り）

教育課程
内規

＊教育課程に関すること
教育課程に関する調査・事務処理、選択科目の調査・調整
学級編成（基本方針等・各学年主任との連携）、教科書注文

＊内規改廃に関する事務（職員必携への登載・データ更新・印刷）

時間割
教育実習

＊時間割編成の計画実施、テスト監督割当、時鐘、教室配置、日課表作成
＊教育実習の企画・受け入れ・運営

学 籍
進路支援ｼｽﾃﾑ

＊追認テストの企画・実施・転入試験
＊指導要録等公簿の記入法の説明・点検・保管
＊学籍管理（休学、復学、転退学等、留学）、在籍統計

情 報
進路支援ｼｽﾃﾑ

＊校務支援システムの管理運用、成績処理日程・成績判定会議資料作成
＊学籍に関する進路支援システム上のデータ管理
＊校務用 PC の管理
＊その他機器(プリンター等)の保守・管理
＊PTA 広報委員会に参加

LAN・GIGA
HP・広報

＊校内 LAN、職員用タブレット端末の管理
＊一人一台端末に関する支援及び助言
＊ICT 委員会指導
＊学校 Web ページの管理運用
＊サーバー室の管理運用、ICT 機器の管理運用
＊校内研修（ICT活用に関すること）の計画と実施

庶 務

＊教務用用紙・諸表簿の印刷・配布、名票印刷、教務記録簿の注文・配布、
教務用備品の整理・保管、教務関係の消耗品の準備・管理
卒業証書用紙の注文

＊学籍･進路支援システム係の補助
＊学級編成の補佐
＊定期テストの補助

総 探 ＊「総合的な探究の時間」に係る年間計画作成・委員会の運営

渉 外
研 修

＊ＰＴＡ等渉外に関する、ＰＴＡ幹事
＊その他渉外に関すること
＊ＰＴＡ主催による研修計画実施、研修案内
＊教育相談会等の調整

図書館・視聴覚・
放送

＊図書館管理運営、図書館利用計画、図書の購入計画
＊図書館利用オリエンテーションに関すること
＊図書館利用指導、図書委員会指導、読書指導
＊読書感想文・感想画コンクールに関すること
＊生徒作品集の発行、多読賞の表彰に関すること
＊芸術鑑賞の企画、芸術鑑賞に関すること
＊視聴覚施設および設備の管理運用
＊各行事の放送機器準備、機器使用についての助言
＊平和教育委員会に関すること

６．校 務 分 掌
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進

路

指

導

部

７
＋
Ｐ

Ｔ

Ａ

１
＋
業

務

補

助
１

進路指導主任

＊校長の監督を受け、生徒の職業選択の指導その他の進路の指導に関する事項をつかさ
どり、当該事項についての連絡調整及び指導・助言に当たる。

＊分掌事務の整理・割当、進路指導年間指導計画の作成、進路予算の掌握、各部・学年
・係との連携、進路関係公文書の収受・整理・保管・及び廃棄処理、ＬＨＲ用進路学
習資料作成，入学式要覧・学校要覧・卒業式要覧及び学校基本調査への進路資料提供

＊ＰＴＡ運営委員会委員
＊生徒向け進路講演会、保護者向け講演会の企画立案
＊賃金職員の契約に関すること（学習支援チューター・奨学金関係補助員）
＊進路統計（進路決定状況の把握・教育庁への報告及び提出）
＊学力向上に関する事項を、学力向上推進委員会と連携して推進する
（学力向上推進委員会の企画立案に関する事項）

＊大型プリンターの管理
＊スタディサプリに関すること
＊インターンシップに関すること（高度人材育成）
・県外インターンシップの推進(２年生対象)

国公立大学
課外講座

＊国公立大学関係
・大学・学科に関する資料収集・調査、大学入試動向の研究、進学相談及び面接指導
の協力、推薦に関すること、共通テストに関すること、学習実態調査
・文科省管轄外大学校等に関する資料収集・調査研究・進学相談・面接指導の協力対
象：沖水専攻科・ポリテク・農業大学校）
・進路検討委員会の運営（情報処理関係係と連携）
・二次対策講座に関すること（募集・出席簿の作成等）
＊課外講座（早朝，放課後，夏期講習）の企画・募集

県内私大
個別対策講座

＊県内私立・短大関係
・大学・学科に関する資料収集・調査、大学入試動向の研究、進学相談及び面接指導
の協力、指定校推薦(推薦含む)、合格後の指導計画の立案・実施
・校内入試説明会の計画・調整
＊個別対策講座の生徒募集，割り振りに関する事
＊小論文指導の研究・企画・立案
・希望者の募集、割振り

進

路

指

導

部

７
＋
Ｐ

Ｔ

Ａ

１
＋
業

務

補

助

１

県外私大
医療系専門学校

＊県外私立・短大関係
・大学・学科に関する資料収集・調査、大学入試動向の研究、進学相談及び面接指導
の協力、指定校推薦(推薦含む)、合格後の指導計画の立案・実施

＊医療系専門学校関係
・県内外医療系専門学校に関する資料収集・調査研究・進学相談・面接指導の協力
・校内入試説明会の計画・調整
＊看護体験等の対応

奨学金
小論文テスト

＊奨学金に関すること
・生徒向け説明会の実施
・保護者向け説明会の実施
・生徒、保護者の個別対応
・生徒募集
・委員会の開催
＊奨学資金関係（日本学生支援機構、高校育英会貸与奨学金、本校後援会等）
＊二次対策講座に関すること（募集・出席簿の作成等）

特進クラス
実力テスト

模試
情報処理

＊特進クラスに関すること
・特進クラスの編成および進級時の入れ替えに関する事
・特進クラス集会の企画・運営
・OIST研修、琉大研修の企画・運営
・特進クラス委員会の開催
・特進クラス学習会の補助
＊校内実力テストに関すること（１，２学期）
・企画･実施･時間割作成
＊模擬試験に関すること
・模擬試験の企画・実施
＊小論文模試に関すること
・小論文模試の企画・運営
・小論文ガイダンスの企画・運営
＊進路情報処理に関すること
・進路に関する各種データの管理・処理・提示・報告（ベネッセ等）
・進路統計（進路決定状況の把握・教育庁への報告資料作成）
・進路希望調査の計画・実施・集計等（１・２・３年）

就  職
県外専門学校
県内専門学校
国際交流

＊県内外就職関係
・県内外の就職及び就職進学、就職相談、面接指導、職場開拓及び定着指導、就職状
況のハローワーク等への定期報告（県内外）、県外就職者の追跡調査・指導（夏季
休暇中）、公務員模試・就職模試

・県外インターンシップの推進(２年生対象)
・外部の就職指導員との連携
・キャリア教育委員会との連携
＊職業訓練校・開発青年隊に関する資料収集・調査研究・進学相談・面接指導の協力
＊病院奨学金関係（医療系専門学校関係担当と協力）
＊県内外一般専門学校関係
＊一般専門学校に関する資料収集・調査、専門学校等の研究(就職率，社会的重要度等)
＊国際交流関係

庶 務 会 計
(PTA事務）

＊会計事務全般、郵便物・進路資料の整理・文書受付・発送、諸資料の印刷
＊ＰＴＡ関係の業務支援、来客の受付及び接待、その他進路に関すること
＊卒業生の調査書・学業成績証明書の発行の補助、各担当者の補助
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奨学金進路業務
補助

(PTA事務）

＊奨学金に関する事
・生徒，保護者への対応
・資料の整理，チェック

＊進路業務に関する事
・資料作成・整理（指定校一覧，進路先一，掲示物等）
・配付資料の印刷，実力テスト，模試等の補助
・進路に関する各種データの入力・提示
・来客対応

生

活

指

導

部

８

企画・運営

生徒指導主任

①連絡調整及び指導助言 ②部内分掌事務整理及び割当 ③年間指導計画 ④他団体、

機関との連携 ⑤渉外関係  ⑥予算関係 ⑦ＰＴＡ運営委員会委員 ⑧各種許認可

事項 ⑨諸報告書の作成及び取りまとめ ⑩生活指導委員会事項 ⑪生活指導関係諸

許可書印刷割当 ⑫生活指導便りの発行 ⑬制服関係  ⑭全体集会集合係 ⑮いじ

めに関するアンケート

生活指導

校内指導

① 服装・身なり・染髪などに関すること（事前・事後指導）

ア．全体・学年集会における指導 イ．日常的な指導

②懲戒指導提案

③懲戒指導・日々指導担当

（問題行動の事情聴取・日誌指導・清掃奉仕指導・学習指導等）

④反省日誌及び各種書類の作成、印刷

⑤懲戒指導、身なり指導、電子端末指導、マナーアップ指導等に関することのパソコン

入力管理 ※ＨＲ担任・学年主任と連携強化

⑥ 電子端末指導に関すること

⑦ マナーアップ指導に関すること

・ガム・中抜け欠課（無届け早退含む）・度重なる注意声かけにも改善しない・迷惑行

為や迷惑な悪ふざけ・自転車未登録、放置、逆走などの危険運転・近隣住民への迷惑行

為・その他校内規律を乱す行為（軽微なもの）・学習環境を阻害する行為（軽微なもの)

交通安全

アルバイト

盗難

① 交通安全指導に関すること ② 交通安全講話の企画 ③ 運転免許取得に関する

こと ④ 安全教育に関する広報 ⑤ 自転車登録に関する事 ⑥ 駐輪場の整理・自

転車の安全指導 ⑦ アルバイトに関すること ⑧盗難関係（盗難に関すること）

⑨ 薬物乱用防止教育

勤怠

部活動関係

① 遅刻システムに関すること ② 朝の遅刻指導に関すること ③ 行事等の立ち番

指導の割り振り

④ 部活動関係指導全般 ⑤ 部活動顧問割当 ⑥ 部活動顧問会招集 ⑦ 部長会

⑧ 部室管理指導 ⑨ 活動場所割当 ⑩ 合宿指導 ⑪ 部登録 ⑫ 高校総体・新人

大会申し込み ⑬ 部活動年間指導計画 ⑭ 学校車関連（大会時の利用調整）

⑮ 高文連の業務に関しては文系職員と連携して行う ⑯ 決勝リーグの応援ツアー計

画・実施 ⑰ 部活動費の割り振り提案 ⑱ 部活動における上位実績の横断幕作成  

生徒会顧問
① 生徒会指導全般（生徒会年間行事計画、生徒総会、中央委員会

各種行事等） ②ちゅらマナーアップの提出物

生徒会会計

特別支援

コーディ

ネーター

① 各種行事指導補助 ②ちゅらマナーアップの提出物補助 ③ 生徒会予算編成

④ 生徒会会計 ⑤ 部活動費の割り振り（部活動係と連携）⑥ 人権教育に関する講話

⑦  特別支援教育に関する事  ⑧  特別支援・中退対策委員会、ケース会議に関する事

教育相談
① 生徒相談･長欠者･別室登校生徒に関すること及び学年会、拡大学年会との連携
②  中途退学対策に関すること ③スクールカウンセラー、就学継続支援員との連携・

調整 ④特別支援・中退対策委員会、ケース会議に関すること。

保 健

① 学校保健安全計画の作成 ②学校保健委員会の企画・立案・実施 ③生徒の健康へ

の啓蒙活動 ④保健関係調査・統計報告（文部科学省統計・インフルエンザ等感染症報

告） ⑤関係機関（学校三師等）との連絡調整 ⑥性・エイズ特設授業 ⑦日本スポー

ツ振興ｾﾝﾀｰ手続き関係 ⑧生徒保健委員の指導 ⑨環境衛生検査（水質検査・照度測定

等） ⑩生徒の定期健康診断 ⑪救急法講習会

環
境
美
化
部
１
＋
実
習
助
手
１
＋
用
務
１

環境美化主任
＊校長の監督を受け、学校の環境整備に関する事項及び学校における保健に関する事項

の管理と当該事項についての連絡調整及び指導・助言に当たる

企画・調整

防火・防災

＊年間指導計画の作成、備品購入計画、学校緑化計画、ＰＴＡ運営委員会委員

＊防火・防災に関すること

美化・清掃

美化委員会

施設整備

＊美化・清掃に関する指導計画、清掃分担、全体清掃、ワックスがけ等の計画実施

＊生徒会美化委員会の活動計画及び指導、清掃点検

＊清掃用具・消耗品の購入計画、清掃用具等の整理・保管、校地校舎の施設整備全般

（植栽も含む）、工具等の整備保管
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学

年

会

１学年主任

２学年主任

３学年主任

＊校長の監督を受け、当該学年の教育活動に関する事項をつかさどり、当該事項につい

ての連絡調整及び指導・助言に当たる

＊学年会の企画・運営（学年目標の設定、学年学校行事、学級ＰＴＡ、次年度の学級編

成等の立案・推進、座席表用紙等の作成、学年の生活指導全般、学年の生徒相談、学

年の進路相談等）

＊拡大学年会を主管する。

＊キャリア・探究委員会の委員

＊学年集会の企画・運営

＊遠足に関すること

＊新入生オリエンテーション（HSJ）

＊「総合的な探究の時間」の運営・実施

＊卒業アルバム作成・アルバム係（３学年主任）

＊関係委員会、ＰＴＡ運営委員会、体育祭・糸高祭等学校行事実行委員会、生徒指導委

員会（当該学年）、修学旅行委員会（２学年主任）、入学式委員会（１学年主任）、

卒業式委員会（３学年主任）、推薦委員会（３学年主任）

＊ＬＨＲ係の任務：３人で調整して分担する

① 顔写真に関すること（２学年主任）

② ＨＰからの欠席管理・編集

③ ＬＨＲ役員認証式の企画運営（名簿作成・式進行）（２学年主任）

  ④３主任代表の任務（学年主任宛公文の窓口：教育庁、総合教育センター等）

          （校内主任関係業務の窓口：校長、教頭、事務関係、職員会等）

＊生徒指導に関する校務：懲戒時の日誌指導（服装容儀指導は生徒指導部）

＊進路指導に関する校務：①各学年の課題に応じた進路統一ＬＨＲの企画

            ②面接指導の計画

事

務

部

事

務

６

・

用

務

２

総括

出納員

財産

私費会計

＊事務の総括

＊出納員に関する事務

＊財産に関すること

＊私費マニュアルが示す職務に関すること

歳入

就学支援金・給付金

備品

１ 歳入に関すること（授業料・証明書発行手数料等含む）

２ 学校施設使用に関すること

３ 就学支援金・給付金に関すること（バス通学補助・端末貸出）

４ 備品に関すること（予算の執行・取得・処分・管理等）

５ 証明書発行に関すること

給与

人事

福利厚生

服務

１ 給料・諸手当に関すること

２ 報酬・費用弁償・会計年度認容職員に関すること

３ 人事に関すること

４ 社会保険・公立学校共済組合に関すること

５ 出勤簿・休暇処理簿に関すること

歳出

施設

１ 歳出に関すること

２ 施設に関すること

３ 地方教育費等調査に関すること

旅費

学校取扱金

庶務

１ 旅費に関する事項

２ 公務使用自家用車届けに関すること

３ 学校取扱金に関すること

４ 文書の収受・発送に関すること

５ 切手の受払に関すること

司書 学校図書館事務に関する事項

用務

（接遇・清掃・

事務補助）

１ 接遇に関すること

※ 接遇重点清掃場所：管理棟1F

（女性トイレ、正面玄関・出入口内側周辺、廊下、応接室、ショーケース）

２ 文書等コピーの配布等

用務

（環境整備・

清掃)

１ 環境整備に関すること（施設維持管理・営繕、緑化）

※ 接遇重点清掃場所：管理棟1F

（男性トイレ、正面玄関・出入口外側周辺、正門、中庭）
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１年

文系 理系 文系 選択群A 選択群B 理系 選択群 文系 理系 選択群 備考

現 代 の 国 語 2 2

言 語 文 化 2 2

論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2

古 典 探 究 4 2 2 2 2 2 2

実 用 国 語 学設 ② ② ② ②

文 学 応 用 学設 ② ② ②

地 理 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3

歴 史 総 合 2 2

日 本 史 探 究 3 3 3

世 界 史 探 究 3

郷 土 探 究 学設 ②

公 共 2 2 2

倫 理 2 2 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 3 3

数 学 Ⅲ 3 4 4

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2 2

数 学 C 2 (2) (2)

数 学 総 合 学設 6 4 6

文 系 数 学 学設 2 ②※1

数 学 応 用 学設 ② ②

物 理 基 礎 2

物 理 4 2 2

化 学 基 礎 2 2 5 5

化 学 4

生 物 基 礎 2 2 4

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

化 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 2

生 物 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 ②

地 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設

文 系 化 学 学設 2

文 系 生 物 学設

発 展 物 理 学設 ② ②

発 展 生 物 学設 ② ②

体 育 ７～8 3 2 2 3 3 3 3

保 健 2 1 1 1

生 涯 ス ポ ー ツ 学設 ②

総 合 体 育 学設 ②

音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2

美 術 Ⅰ 2 2

美 術 Ⅱ 2 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

芸 術 課 題 表 現 （ 音 楽 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 美 術 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 書 道 ） 学設 ②

英語コミュニケーションⅠ 3 3

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

応 用 英 語 学設 ② ② ②

家 庭 総 合 4 2 2 2 2 2 2

食 物 学設 ②

情 報 Ⅰ 2 2

Ｉ Ｔ 実 習 学設 ② ② ②

文系・理系・特文・特理
２～４

文系４～６
理系２
特文４
特理２

・Ⅱは、それぞれに対応す
るⅠを履修後に履修
・芸術課題表現の科目に
ついては、Ⅰ及びⅡの履
修に関係なく自由に選択

外
国
語

文系１５～１７
特文１５～１７

理系・特理１３～１５

家
庭

文系４～６
理系・特文・特理４

文系１０～１２
理系１０
特文１０
特理１０

文系１２～１６
理系１２～１４
特文１２～１４
特理１２～１４

・文系選択の「実用国語」
はＡ，Ｂ両方で履修するこ

とはできません。

地
理
・
歴
史

文系７～９
特文７

理系・特理4

公
民

文系・特文６
理系・特理４

文系１２
理系１６～１８
特文１４～１６
特理１６～１８

数学Ⅲ選択者は、数学Ｃ
(2)を同時履修

文系数学※1は、特文の生
徒対象

理
科

文系８～１０
理系１５～１７
特文８～１０

特理１５～１７
二重履修不可

・物理・化学・生物・地学
は、それぞれの基礎科目
を履修後に履修
・発展物理は、物理基礎を
履修後に履修

共
通
教
科
・
科
目

国
語

数
学

芸
術

情
報

保
体

令和８年度入学生  普通科 教育課程表 沖縄県立糸満高等学校　全日制課程
共
・
専

教
科

科目
標準
単位

２年 ３年
各教科単位数合計

共通
共通 普通 特進

28 28 28 24 ② ② 26 ② 26 26 ②

怒 涛 タ イ ム 3～6 1 1 1

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

30 30 30

共通教科・科目単位数合計
総合的な

探究の時間 1 1 1

特別活動 1 1 1

単位数総合計 30 30 30

〔７〕教育課程表
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１年

文系 理系 文系 選択群A 選択群B 理系 選択群 文系 理系 選択群 備考

現 代 の 国 語 2 2

言 語 文 化 2 2

論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2

古 典 探 究 4 2 2 2 2 2 2

実 用 国 語 学設 ② ② ② ②

文 学 応 用 学設 ② ② ②

地 理 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3

歴 史 総 合 2 2

日 本 史 探 究 3 3 3

世 界 史 探 究 3

郷 土 探 究 学設 ②

公 共 2 2 2

倫 理 2 2 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 3 3

数 学 Ⅲ 3 4 4

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2 2

数 学 C 2 (2) (2)

数 学 総 合 学設 6 4 6

文 系 数 学 学設 2 ②※1

数 学 応 用 学設 ② ②

物 理 基 礎 2

物 理 4 2 2

化 学 基 礎 2 2 5 5

化 学 4

生 物 基 礎 2 2 4

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

化 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 2

生 物 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 ②

地 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設

文 系 化 学 学設 2

文 系 生 物 学設

発 展 物 理 学設 ② ②

発 展 生 物 学設 ② ②

体 育 ７～8 3 2 2 3 3 3 3

保 健 2 1 1 1

生 涯 ス ポ ー ツ 学設 ②

総 合 体 育 学設 ②

音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2

美 術 Ⅰ 2 2

美 術 Ⅱ 2 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

芸 術 課 題 表 現 （ 音 楽 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 美 術 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 書 道 ） 学設 ②

英語コミュニケーションⅠ 3 3

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

応 用 英 語 学設 ② ② ②

家 庭 総 合 4 2 2 2 2 2 2

食 物 学設 ②

情 報 Ⅰ 2 2

Ｉ Ｔ 実 習 学設 ② ② ②

理
科

文系８～１０
理系１５～１７
特文８～１０

特理１５～１７
二重履修不可

・物理・化学・生物・地学
は、それぞれの基礎科目
を履修後に履修
・発展物理は、物理基礎を
履修後に履修

文系４～６
理系・特文・特理４

情
報

文系・理系・特文・特理
２～４

共
通
教
科
・
科
目

国
語

保
体

文系１０～１２
理系１０
特文１０
特理１０

芸
術

文系４～６
理系２
特文４
特理２

・Ⅱは、それぞれに対応す
るⅠを履修後に履修
・芸術課題表現の科目に
ついては、Ⅰ及びⅡの履
修に関係なく自由に選択

文系１５～１７
特文１５～１７

理系・特理１３～１５

沖縄県立糸満高等学校　全日制課程
共
・
専

教
科

科目
標準
単位

２年 ３年
各教科単位数合計

共通
共通 普通 特進

令和７年度入学生  普通科 教育課程表

文系１２～１６
理系１２～１４
特文１２～１４
特理１２～１４

地
理
・
歴
史

外
国
語

家
庭

・文系選択の「実用国語」
はＡ，Ｂ両方で履修するこ

とはできません。

公
民

文系７～９
特文７

理系・特理4

文系・特文６
理系・特理４

数
学

文系１２
理系１６～１８
特文１４～１６
特理１６～１８

数学Ⅲ選択者は、数学Ｃ
(2)を同時履修

文系数学※1は、特文の生
徒対象

28 28 28 24 ② ② 26 ② 26 26 ②

怒 涛 タ イ ム 3～6 1 1 1

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

30 30 30

特別活動 1 1 1

単位数総合計 30 30 30

共通教科・科目単位数合計
総合的な

探究の時間 1 1 1
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令和６年度入学生  普通科 教育課程表

１年

文系 理系 文系 選択群A 選択群B 理系 選択群 文系 理系 選択群 備考

現 代 の 国 語 2 2

言 語 文 化 2 2

論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2

古 典 探 究 4 2 2 2 2 2 2

実 用 国 語 学設 ② ② ② ②

文 学 応 用 学設 ② ② ②

地 理 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3

歴 史 総 合 2 2

日 本 史 探 究 3 3 3

世 界 史 探 究 3

郷 土 探 究 学設 ②

歴 史 発 展 探 究 学設 ②

公 共 2 2 2

倫 理 2 2 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 3 3

数 学 Ⅲ 3 4 4

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2 2

数 学 C 2 (2) (2)

数 学 総 合 学設 6 4 6

文 系 数 学 学設 2 ②※1

数 学 応 用 学設 ② ②

物 理 基 礎 2

物 理 4 2 2

化 学 基 礎 2 2 5 5

化 学 4

生 物 基 礎 2 2 4

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

化 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 2

生 物 基 礎 セ ミ ナ ー 学設 ②

地 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設

文 系 化 学 学設 2

文 系 生 物 学設

発 展 物 理 学設 ② ②

発 展 生 物 学設 ② ②

体 育 ７～8 3 2 2 3 3 3 3

保 健 2 1 1 1

生 涯 ス ポ ー ツ 学設 ②

総 合 体 育 学設 ②

音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2

美 術 Ⅰ 2 2

美 術 Ⅱ 2 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

芸 術 課 題 表 現 （ 音 楽 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 美 術 ） 学設 ②

芸 術 課 題 表 現 （ 書 道 ） 学設 ②

英語コミュニケーションⅠ 3 3

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4

英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

応 用 英 語 学設 ② ② ② ②

家 庭 総 合 4 2 2 2 2 2 2

食 物 学設 ②

情 報 Ⅰ 2 2

情 報 Ⅱ 2 ② ② ②

保
体

文系１０～１２
理系１０
特文１０
特理１０

芸
術

文系４～６
理系２
特文４
特理２

・Ⅱは、それぞれに対
応するⅠを履修後に
履修
・芸術課題表現の科
目については、Ⅰ及
びⅡの履修に関係な
く自由に選択

共
通
教
科
・
科
目

国
語

数
学

文系１２
理系１６～１８
特文１４～１６
特理１６～１８

数学Ⅲ選択者は、数学
Ｃ(2)を同時履修

文系数学※1は、特文の
生徒対象

理
科

文系８～１０
理系１５～１７
特文８～１０

特理１５～１７
二重履修不可

・物理・化学・生物・地
学は、それぞれの基
礎科目を履修後に履
修
・発展物理は、物理
基礎を履修後に履修

情
報

文系・理系・特文・特理
２～４

外
国
語

文系１５～１７
特文１５～１７

理系・特理１３～１５

・文系選択の「応用英
語」はＡ，Ｂ両方で履
修することはできませ
ん。

家
庭

文系４～６
理系・特文・特理４

文系１２～１６
理系１２～１４
特文１２～１４
特理１２～１４

地
理
・
歴
史

文系７～９
特文７

理系・特理4

公
民

文系・特文６
理系・特理４

沖縄県立糸満高等学校　全日制課程

３年
各教科単位数合計

普通 特進
共
・
専

教
科

科目
標準
単位

２年

共通
共通

28 28 28 24 ② ② 26 ② 26 26 ②

怒 涛 タ イ ム 3～6 1 1 1

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

30 30 30

総合的な
探究の時間 1 1 1

特別活動 1 1 1

単位数総合計 30 30 30

共通教科・科目単位数合計
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記号 番号

現代の国語 第一 現国 903 高等学校 改訂版標準現代の国語 １年

言語文化 第一 言文 902 高等学校 改訂版 標準言語文化 １年

論理国語 東書 論国 701 新編論理国語 2年・3年

古典探究 東書 古探 701 新編古典探究 2年・３年

地理総合 帝国 地理総 901 高等学校　新地理総合 2学年

地理探究 帝国 地探 702 新詳　地理探究 3学年

歴史総合 帝国 歴総 901 明解　歴史総合 1学年

日本史探究 山川 日探 705 詳説　日本史 3学年

世界史探究 山川 世探 704 詳説　世界史 3学年

地図 帝国 地図 901 新詳高等地図 2学年

公共 第一 公共 711 高等学校　新公共 2学年

倫理 第一 倫理 705 高等学校　倫理 3学年

政治・経済 東書 政経 701 政治・経済 3学年

数学Ⅰ 数研 数Ⅰ 904 改訂版　新編　数学Ⅰ １年

数学Ⅱ 数研 数Ⅱ 711 新編　数学Ⅱ 2年

数学Ⅲ 数研 数Ⅲ 710 新編　数学Ⅲ ３年

数学A 数研 数A 904 改訂版　新編　数学A １年

数学B 数研 数B 712 新編　数学B ２年

数学C 数研 数C 710 新編　数学C ３年

物理基礎 数研 物基 902 改訂版　新編　物理基礎 ２年

物理 数研 物理 706 物理 ３年

化学基礎 第一 化基 902 高等学校　改訂　新化学基礎 １年

化学 数研 化学 707 新編　化学 ２年・３年

生物基礎 数研 生基 902 改訂版　高等学校　　生物基礎 １年

生物 数研 生物 704 生物 ２年・３年

地学基礎 第一 地基 901 高等学校　改訂　地学基礎 ２年

地学 啓林館 地学 701 高等学校　地学 ３年

保健体育 第一 保体 901 高等学校　改訂版　保健体育　Textbook 1年

保健 第一 保体 902 高等学校　改訂版　保健体育Activity 1年

保健体育 第一 保体 703 高等学校　保健体育　Textbook ２年

保健 第一 保体 704 高等学校保健体育Activity ２年

音楽Ⅰ 大修館 音Ⅰ 901 音楽Ⅰ　改訂版　Tutti＋ １年

音楽Ⅱ 大修館 音Ⅱ 701 音楽ⅡTutti＋ ２年

美術Ⅰ 日文 美Ⅰ 702 高校生の美術１ １年

美術Ⅱ 日文 美Ⅱ 702 高校生の美術２ ２年

書道Ⅰ 東書 書Ⅰ 901 書道Ⅰ １年

書道Ⅱ 東書 書Ⅱ 701 書道Ⅱ ２年

英語コミュニケーションⅠ 第一 英コミュⅠ 902 Vivid English Communication Ⅰ　NEW EDITION 1年

英語コミュニケーションⅡ 第一 英コミュⅡ 721 Vivid English Communication Ⅱ 2年

英語コミュニケーションⅢ 数研 英コミュⅢ 714 BIG DIPPER English Communication Ⅲ 3年

論理・表現Ⅰ 開隆堂 論Ⅰ 902 Revised Applause English Logic andExpressionⅠ 1年

論理・表現Ⅱ 三省堂 論Ⅱ 705 MY WAY Logic and Expression Ⅱ ２学年

家庭総合 大修館 家総 705 Creative Living 『家庭総合』で生活をつくろう　改訂版 2年

家庭総合 大修館 家総 901 Creative Living 『家庭総合』で生活をつくろう 3年

情報Ⅰ 実教 情Ⅰ 902 最新　情報Ⅰ　新訂版 １年

情報Ⅱ 東書 情Ⅱ 701 情報Ⅱ ３年

芸
術

外
国
語

情
報

地
理
歴
史

公
民

数
学

理
科

家
庭

　使用学年

〔８〕使用教科書一覧

国
語

保
健
体
育

発行者
教科書の

科目教科 教科書名
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〔９〕各教科・各部・各学年の指導・努力目標   

【国 語 科】
１ 指導目標
(1) 自己の考えを適切に表現し、伝え合う力を育成する。
(2) 思考力や想像力を伸ばし、書く能力を育成する。
(3) 語彙力を磨き、文章を的確に理解し判断する能力を育成する。
(4) 言語文化に対する関心を深め、国語を尊重する態度を育てる。
２ 努力目標（重点目標）
(1) 根拠を持って適切に判断し、自己の意見や考えを他者に伝える活動に取り組ませる。
(2) 意見文や読書感想文・小論文等に取り組ませ、文章力を高めさせる。
(3) 様々な作品を取り扱い、読解力を高めさせる。

  (4)宿題や小テスト等を通し、家庭学習を習慣化させる。
  (5)読書活動・各種コンクールへの応募を推奨する。

【地歴・公民科】
１ 指導目標
(1) 国際社会に主体的に生きる人材を育成する。

  (2) 現代社会が抱える課題に関心を持たせ、民主的で平和的な国家・社会の形成者としての自覚を促す。
  (3) 郷土の自然・歴史・生活・文化などの特色について、理解と認識を深める。
  (4) 教科指導を通して、学力の向上とキャリアの形成を支援し、自主性の向上を図る。
２ 努力目標（重点目標）
(1) 学習指導を通して日本や世界の国々の歴史・生活・文化についての理解を深め、国際社会に対応で

きる資質を養う。
  (2) 学習指導を通して現代社会が抱える課題に関心を持たせ、社会を構成する一員としての自覚を促す
  (3) 野外学習を通して郷土が抱える課題についての理解を深め、郷土の発展に寄与する人材の育成を図

る。
  (4) 生徒の実態とニーズに応じた講座を開設するなど、学習指導を通して、学習規律を遵守させ、学力

の向上とキャリアの形成を支援する。

【数 学 科】
１ 指導目標    
(1)学習に取り組む態度を育てる。
(2)数学への興味･関心を高める。
(3)基礎学力を定着させる。
(4)自学自習の習慣を定着させる。
(5)数学の応用力を身につけさせる。

２ 努力目標（重点目標）
(1)学習環境を整え、授業に集中させる。
(2)数検･各種模試受験を奨励する。
(3)①必要に応じて小テストや再テスト、補習等を実施し基礎学力を向上させる。

  ②追試対象者のための補習を実施して、追試合格を目指す。
(4)課題やテストを通して学習習慣を定着させる。
(5)課外講座を計画し実施する。

【理 科】
１ 指導目標
(1) 自然に対する興味や関心を高め、科学的に探究する能力と態度を育成する。

  (2) 自然の事物・現象についての理解を深める。
  (3) 郷土の自然に親しみ、自然環境のバランスやその大切さを学ぶ。
２ 努力目標（重点目標）
(1) 日常生活と単元内容との関わりに気づかせる。

  (2) 各単元の課題に対して、きちんと取り組ませる。
  (3) 観察・実験のねらい、手順、データ処理、考察、まとめの方法を習得させる。
  (4) 野外探究での与えられた課題に対して、自ら進んで取り組むことができるよう支援する。
  (5) 家庭学習の習慣化を図るため、宿題・課題を与える。
  (6) 生徒の進路実現を支援するため、生徒の実態に応じた各種講座を開設し、学力向上を目指す。
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【保健体育科】
１ 指導目標
(1) 運動の合理的実践を通して、運動技能や体力の向上を図る。

  (2) 運動の楽しさや喜びを味わい、生涯を通して継続的に運動を実践できる能力や態度を養う。
  (3) 集団行動を通して、体育の授業を効率的かつ安全に行う態度を育成するとともに、学校教育活動全
   体に生かせるようにする。
  (4) 自他の生命を尊重し、生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基本的な知識を理解させる。
２ 努力目標（重点目標）

(1) 生徒の興味を引き出す授業の実践により、更なる出席率の向上を計ると共に、忘れ物をしない指導
の徹底を図る。

  (2) 授業の中で指導している集団行動が、授業はもとより学校生活に生かされるよう指導する（目標：
授業や全体集会、学年集会の集合整列でチャイムが鳴り終えるまでには完了できるようにする→5
分前行動の奨励）。

  (3) 生徒の泳力の向上（目標：クロール・平泳ぎどちらか 25ｍ以上泳げることを目指す。(男子 80％以
上、女子 60％以上）

(4) 継続的に実践している体力診断テストの結果を踏まえ、体力の向上を図る（目標：Ａ段階診断の生
   徒を男子 100名以上・女子 80名以上）。
  (5) 体育の授業において常に安全を留意し、ケガの防止に努める（目標：体育の授業に関係する体調不

良や受傷などによる保健室利用件数の減少）。
(6) 体育施設・備品等の整備を行い、学習条件の充実を図ることによって生徒自らが自主的、協力的に

取り組む授業を実践する。

【芸術科  音 楽】                 
１ 指導目標
(1) 音楽の多様性について理解すると共に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を

育成する。
(2) 音楽表現を創意工夫することや音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴く力を養う。
(3) 主体的・協働的に音楽活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を

高め音楽文化に親しみ音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。
２ 努力目標（重点目標）
(1) 音楽における、知識及び技能の基礎・基本の習得を図る。
(2) 歌唱及び器楽における豊かな表現の工夫。
(3) 楽曲の理解と表現を工夫し、創造的な表現活動を行う。
(4) 多様な音楽を鑑賞し、音楽の種類と特徴を理解する。
(5) 授業で取り組んだ、楽曲や創作作品を発表し、生徒の意欲向上に繋げる。

【芸術科  美 術】
１ 指導目標
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工

夫し、創造的に表す技能を育成する。
(2) 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きについて考え、主題を生成し創造的に

発想し構想を練ったり、価値意識を持って美術や美術文化に対する見方や感じ方を養う。
(3) 主体的に美術の創作活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高

め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。
２ 努力目標（重点目標）
(1) スケッチやデッサンなどにより、観察力、思考力、描画力が身に付くよう指導をおこなう。
(2) 美術や美術文化に対する理解を深め、表現方法を創意工夫のしながら、表現活動をおこなう。
(3) 制作と関連した鑑賞活動を設定し、鑑賞を通し、造形的な見方や考え方を養う。
(4) 事故防止のため、刃物、塗料、器具の使い方の指導・保管など、安全指導の徹底を図る。
(5) 授業で取り組んだ生徒作品等を展示し、生徒の関心・意欲の向上に努める。

【芸術科  書 道】
１ 指導目標
(1) 書の多様性などについて理解するとともに、書の伝統に基づき効果的に表現するための技能を育成

する。
  (2) 書の良さや美しさを感受し、表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の

美を味わい深く捉える力を養う。
(3)主体的に書の活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝

統と文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。
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２ 努力目標（重点目標）
  (1) 漢字かな交じりの書の調和した線質、構成、形成の理解と特に中学校でならっていた書写との違い

を理解することを重点目標とする。
(2) 楷書・篆書の鑑賞及び特徴の理解と技術の習得
(3) 楷書・行書の技術習得、倣書の作品制作

  (4) 篆刻を理解し、落款印の制作をおこなう。
(5) 授業で取り組んだ生徒作品等を展示し、生徒の関心・意欲の向上に努める。

【英 語 科】
１ 指導目標                
(1) 英語でコミュニケーションを図ろうとする主体的な態度を育成する。
(2) 言語や文化に対する興味・関心を持たせる。
(3) 自学自習の定着を図り、基礎学力を養う。
(4) 思考力・判断力・表現力を育成する。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 英語による言語活動を通して、主体的にコミュニケーションを図る態度を養う。
(2) 幅広い題材の英文に親しませるとともに、外国語指導助手とのティームティーチングを通

して、外国の文化に触れさせる。
(3) 定期的な単語テストを実施し、基礎的な語彙の定着を図る。
(4) 生徒が自学自習に取り組むよう促し、学習内容の定着を図る。
(5) 「資格・検定試験」取得を奨励する。
(6) パフォーマンステストを実施し、思考力・判断力・表現力を育成する。

【家 庭 科】
１ 指導目標
（1）生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合

的に身に付けるようにする。
（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して
課題を解決する力を養う。

（3）様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、生活
文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 生徒の実態に合わせて学習内容を検討し、生活に必要な知識と技術を身に付ける。
(2) 実験・実習を計画的かつ安全に実施する。

  (3)「食物」はより実践的・体験的な学習を深めていくために、検定、調理実習等を計画・実施していく。
(4) 生涯発達の視点から生活者としての課題解決に向け、実践的な態度を身につけられるようホームプ

ロジェクトを実施する。

【情 報 科】
１ 指導目標
(1) 情報を実践的に活用する能力を育てる。
(2) 情報の科学的な理解や情報技術の特性の理解を深める。
(3) 情報社会に対応できる能力を育成する。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 教科書を基本に「情報」に関する知識を身に付ける。
(2) コンピュータの基礎的な操作方法を身につけ、情報活用能力の習熟を図る。
(3) 情報系の検定試験を奨励する。

【教 務・情報・図書・視聴覚部】
１ 指導目標
＜教 務＞
(1) 学校経営基本方針に基づき、校務が適切に遂行されるように支援に努める。
(2) 学習の充実に向け、生徒の実態を踏まえた教育課程の編成と時間割編成、授業時数の確保に努める。
(3) ＰＴＡ・同窓会・後援会及び地域社会との連携を密にし、学校活性化へ努める。
(4) 校務支援システムの管理と円滑な運用を行う。
(5) 情報教育の普及に努める。
(6) 学校Webページ・SNSなどを通して、家庭や地域へ情報の発信に努める。
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＜LAN・GIGA＞
(1) 校内LAN運用と環境の整備に努める。
(2) 一人一台端末に関する運用と環境の整備に努める。
(3) 校内研修等を行い職員のICT活用に関する支援を行う。
＜図書・視聴覚・放送＞
(1) 図書資料の充実を図り、読書活動を推進する。
(2) 図書委員の活動を活発にする。
(3) 各教科との連携を密にし、図書館の利用を促進する。
(4) 視聴覚機器の有効活用を促進し、各教科の効果的な学習活動や学校行事への支援を行う。

２ 努力目標（重点目標）
＜教 務＞
(1) 各部・各学年との連携による効果的な組織づくり。
(2) 適切な授業時数の確保と各授業曜日の均等化。
(3) 学校生活の充実と発展につながる行事の企画・運営。
(4) 教育課程に関する研究と編成。
(5) 単位未修得者への継続的・効果的指導。
(6) 諸表簿及び学籍等文書・データの整理と管理。
(7) 学校説明会の充実と円滑な入試業務。
(8) ＰＴＡ、同窓会、後援会及び地域との連携による開かれた学校づくり。
(9) 職員が利用しやすいICT環境を整える。
(10) 校内研修として情報に関する説明会を実施する。
(11) 学校Webページ・SNSを定期的に更新する。
＜LAN・GIGA＞
(1) 職員・生徒が利用しやすいICT環境を整える。
(2) クロームブック及びICT機器の管理を行う。
(3) アクセスポイントの管理を行う。
＜図書・視聴覚・放送＞
  (1) 図書館内を整備し、読書しやすい環境を作る。
  (2) ｢図書館便り｣を定期的に発行し、図書館の活動の紹介を行う。
  (3) 慰霊の日、読書週間の特設展を行う。
  (4) 校内読書感想文・感想画コンクールを国語科・美術科と連携して実施する。
  (5) 生徒作品集｢怒濤｣を発行する。
  (6) 視聴覚教室や機器の保守・点検・整備を行い、機器利用の充実に努める。
(7) 各行事において、放送・照明機器を効果的に使用する。

【進路指導部】
１ 指導目標
(1) 進路指導を強化・充実させ、進路の早期決定に努める。
(2) 学年会との連携を密にする。
(3) 共通テストの受験を推奨し、国公立大学等への挑戦を促す。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 進路希望調査などを実施して生徒理解を深め、データの活用と全体での共有を図る。（データの早

期提供・進路研修会の実施）
・「進路便り」や「進路のしおり」など進路情報の内容を研究する。
・模擬試験や課外講座を実施し、実力の養成を図る。
・ホームページなどを積極的に活用し、家庭への情報提供に努める。
・総合的な探究の時間等を利用した進路説明会や進路講演会を適宜実施する。

(2) 学年会と連携し、ＨＲ担任が指導しやすい資料提供に努める。生徒一人ひとりの自己目標に応じた進
路指導と希望進路先の早期決定を図る。

(3) 高い目標設定を奨励することで、共通テストの受験を推奨し、国公立大学や難関大学等の合格者の
増加に努める。
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【生活指導部】
１ 指導目標
(1) 本校の教育目標の実現を目指し、互いの人格を尊重する考え方を確立させる。
(2) 社会の基本的な行事様式や基本的生活習慣のあり方を身につけさせる。
(3) 糸満高校の一員としての自覚と誇りを持ち、互いに協力し、自己の判断と責任に基づいて行動でき

る生徒を育成する。
(4) 個性の伸長を図り、創意・工夫する能力を伸ばし、心豊かでたくましく生きる生徒を育成する。
(5) 生涯を通して自らの健康を適切に管理し、健康の保持増進を図る。
(6) 健康的な生活習慣の確立により、心身の調和的発達を図る。
(7) 問題行動について未然予防的な観点から事前指導を徹底する。

２ 努力目標（重点目標）
〔１〕生活指導について
(1) 自己管理能力を高め、基本的な生活習慣を確立させる。

  (2) 服装・身なり指導の徹底につとめる。
  (3) 事前指導を徹底し、問題行動の防止に努める。
  (4) 集会・集合時における５分前行動を励行する。
  (5) 情報モラルの徹底、携帯電話・スマホのマナー指導を徹底する。
〔２〕交通安全指導について
(1) 交通事故の防止、交通安全意識の高揚と実践を図る。
(2) 免許取得者の把握及び指導の徹底を図る。

〔３〕生徒会活動について
(1) 生徒会活動の活性化を図る。
(2) 各種委員会との連携を深め、ホームルームの活性化を図る。
(3) 学校行事への積極的協力の推進。

〔４〕部活動について
(1) 文武両道の精神で勉強と部活を両立させる。

  (2) 部活動の活性化を図り、各部の競技成績が向上するよう支援する。
  (3) 部活動を通して模範的な生徒・リーダーシップのとれる生徒の育成を図る。
  (4) けじめある部活動の推進（部活終了後は速やかな帰宅を各部顧問で指導）。
〔５〕カウンセリング・特別支援について
(1) 面談や相談などを行う。（自発的・呼び出し・依頼）

  (2) マルチ検査の実施と保管（３年間）。
  (3) 保健室、各部、学年会との連携相談などを行う。
（4）スクールカウンセラー及び関係機関との連携を図る。
（5）特別支援・中退対策委員会、ケース会議を行う。
〔６〕保健指導について
(1) 定期健康診断の徹底及び疾病異常者の早期受診指導（定期健康診断全員受診）。

  (2) 性エイズ、薬物乱用防止教育等の健康教育の実施。
  (3) 保健だよりの発行、掲示板を通して最新の保健情報の提供を行う。
  (4) 校内外の関係者、及び、関係機関との連携を図る。

【環境美化部】
１ 指導目標
(1) 学習環境の整備、美化に努める。
(2) 日々の清掃活動等を通して生徒達の社会奉仕的精神を培い、社会性、協働性、及び豊かな人間性

の育成を図る。
(3) 生徒会美化委員会活動の活性化を図る。
(4) 防災意識の啓発、防災体制の向上を図る。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 学習に集中できるよう施設設備を整え、校内の美化に努める。
(2) 美化委員を育成し、学級における美化活動のリーダー的役割を実践する。
(3) 環境教育を推進し、リサイクルや節電を促す。
(4) 施設設備、清掃用具等に関する要望を定期的に取りまとめ整備計画を立て備品要求していく。
(5) 避難訓練を通じて、人命尊重の精神および防災意識の高揚に努める。
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【１学年】 
１ 指導目標
 （１）「今の自分」と向き合い、自ら行動を変えることで、確かな成長へと繋げる。
 （２）ともに個性を認め、尊重し合う中で、切磋琢磨し、集団としての相乗効果を生み出す。
 （３）「問い」を常に持ち、自ら解決策を導き出し、主体的に挑戦する姿勢を養う。
 （４）遠くに数年後の未来を見据え、逆算した計画を立て、着実に歩みを進める姿勢を養う。

～満足感・充実感・達成感に満ちた日々を送り、自らの信念を貫き、突き進む人生の土台を築く～
２ 努力目標（重点目標）
（１）生活指導部や学年主任と連携して、身なり・電子端末指導、遅刻指導を徹底する。
（２）教室内（特にロッカー上）とベランダをきれいに保ち、学習環境を整える。

 （３）行事や学級活動、役割によって、他者と関わり、貢献する協働性を高める。
 （４）中傷や不快にさせる言動（人権的に気になる内容）は、情報共有して適切に対処する。
 （５）スクリレなどを活用しながら、保護者との連携を確実に行う。
 （６）管理職、他部署と連携してチームで問題に対処することにより、１人で抱え込まない。
【２学年】
１ 指導目標
(1) 基本的生活習慣の定着・向上を図る。
(2) 自発的・計画的に取り組む学習態度を育成する。
(3) 早期の進路決定に向け、進路指導を強化する。
(4) 他者を思いやり、主体的に動ける生徒を育成する。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 基本的な生活習慣が身につくように指導する。

  (2) 学習環境を整え、積極的な授業態度を育成する。
  (3) 保護者との連携を密にする。
  (4) 修学旅行を通じ、自国の歴史や文化、風土に触れることで見識を広げ、多様な価値観を獲得する。
(5) 学校行事･ＨＲ活動を通して、協調性や自主性を育てる｡
(6) 三者面談や進路相談を行い、進路指導部との連携を密にして早期に進路決定させる。

【３学年】
１ 指導目標
(1) 志を高く持ち、自己の目標を明確にさせ、進路実現に向けて努力する生徒の育成。
(2) 最上級生としての誇りと自覚を持ち、自主的・意欲的・計画的に行動できる生徒の育成。
(3) 基本的な生活態度を身につけ、凡事徹底・文武両道を実現する生徒の育成。

２ 努力目標（重点目標）
(1) 生活指導部と連携し、基本的生活習慣の定着及び向上に努める。
(2) 生徒が充実した学校生活が送れるように教室内の学習環境を整える。
(3) LHR・総探・行事などの学校生活全般を通して、生徒の自主性・計画性を向上させる。
(4) 進路指導部と連携して、個別指導や面談などの進路指導を充実させる。
(5) 特進クラスにおいては、目標にある国公立大学等への現役合格にむけて指導を充実させる。
(6) 模擬試験の受験や課外講座の受講を促し、生徒の学力向上に努める。

【事務部】
    努力目標（重点目標）
(1) 学習環境の整備充実、環境美化の推進に努める。
(2) 学校予算の適正かつ効率的な執行に努める。
(3) 授業料、学校取扱金について、教育職員と連携して適正かつ効率的な処理に努める。
(4) 教職員が安心・安全に勤務できるよう福利・厚生の適切な運用に努める。

  (5) ＰＴＡ・同窓会・後援会および地域社会と連携を密にし、信頼関係の構築を図る。
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校時 時　　　　　間
早朝講座 　７：３０　～　　８：２０
職員朝会 　８：３０　～　　８：４０
(予鈴) ８：４５
ＳＨＲ 　８：５０　～　　９：００
１校時 　９：１０　～　１０：００
２校時 １０：１０　～　１１：００
３校時 １１：１０　～　１２：００
４校時 １２：１０　～　１３：００
昼食 １３：００　～　１３：４５

(予鈴) １３：４５
５校時 １３：５０　～　１４：４０
６校時 １４：５０　～　１５：４０
清掃 １５：４５　～　１５：５５
ＳＨＲ １６：００　～　１６：０５

校時 時　　　　　間

早朝講座 　７：３０　～　　８：２０

職員朝会 　８：３０　～　　８：４０

(予鈴) ８：４５

ＳＨＲ 　８：５０　～　　９：００

１校時 　９：１０　～　　９：５５

２校時 １０：０５　～　１０：５０

３校時 １１：００　～　１１：４５

４校時 １１：５５　～　１２：４０

昼食 １２：４０　～　１３：２５

(予鈴) １３：２５

５校時 １３：３０　～　１４：１５

６校時 １４：２５　～　１５：１０

清掃 １５：１５　～　１５：２５

ＳＨＲ １５：３０　～　１５：３５

５０分授業

４５分授業

〔10〕校　時　表
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※【CP】･･･キャリア・パスポートの記入

通
番 １年 時

数 ２年 時
数 ３年 時

数
体育館

Ａ
体育館

Ｂ
運動場

Ａ
運動場

Ｂ

1 4 月 7 日 ( 火 ) 学級開き（入学式） 1 学級開き（始業式） 1 学級開き（始業式） 1

2 4 月 8 日 ( 水 ) 1学期HR役員選出 1 1学期HR役員選出 1 1学期HR役員選出 1

3 4 月 15 日 ( 水 ) 新入生歓迎球技大会について 1 新入生歓迎球技大会について 1 新入生歓迎球技大会について 1

4 4 月 16 日 ( 木 ) 担任計画 1 修学旅行説明会 1 担任計画 1 3-1 3-2

5 4 月 22 日 ( 水 )
担任計画

特進クラスは特進集会
1

担任計画
特進クラスは特進集会

1
担任計画

特進クラスは特進集会
1 3-3 3-4

6 5 月 7 日 ( 木 )
生徒総会にむけて

糸高祭テーマ
1

生徒総会にむけて
糸高祭テーマ

1
生徒総会にむけて

糸高祭テーマ
1

7 5 月 20 日 ( 水 ) 高校総体激励式 1 高校総体激励式 1 高校総体激励式 1

8 5 月 27 日 ( 水 ) セラプラス 1 セラプラス 1 担任計画 1 3-5 3-6 3-7 3-8

9 6 月 3 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 2-1 2-2 1-1 1-2

10 6 月 10 日 ( 水 ) 伝達表彰･野球部激励式 1 伝達表彰･野球部激励式 1 伝達表彰･野球部激励式 1

11 7 月 1 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 2-3 2-4 1-3 1-4

12 7 月 15 日 ( 水 )
2学期HR役員選出

【CP】1学期の振り返り
1

2学期HR役員選出
【CP】1学期の振り返り

1
2学期HR役員選出

【CP】1学期の振り返り
1

13 7 月 22 日 ( 水 ) 担任計画（１学期終業式） 1 担任計画（１学期終業式） 1 担任計画（１学期終業式） 1

14 9 月 2 日 ( 水 ) 糸高祭に向けて 1 糸高祭に向けて 1 糸高祭に向けて 1

15 9 月 9 日 ( 水 ) 教育実習生による進路講話 1 教育実習生による進路講話 1 担任計画 1 予備 予備

16 9 月 16 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 2-5 2-6 1-5 1-6

17 9 月 30 日 ( 水 ) 糸高祭に向けて 1 糸高祭に向けて 1 糸高祭に向けて 1

18 10 月 7 日 ( 水 ) 遠足について 1 遠足について 1 遠足について 1

19 10 月 21 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 2-7 2-8 1-7 1-8

20 10 月 28 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 3-1 3-2 3-5 3-6

21 11 月 4 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 3-3 3-4 2-1 2-2

22 11 月 11 日 ( 水 ) 伝達表彰・他 1 伝達表彰・他 1 伝達表彰・他 1

23 11 月 18 日 ( 水 ) 担任計画 1 修学旅行について 1 担任計画 1 3-7 3-8 2-3 2-4

24 12 月 9 日 ( 水 )
3学期HR役員選出･卒業式各係決め

【CP】2学期の振り返り
1

3学期HR役員選出･卒業式各係決め
【CP】2学期の振り返り

1
3学期HR役員選出･同窓会役員選出

【CP】3年間のの振り返り 1

25 12 月 16 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1
担任計画

共通テスト受験者集会
1 1-1 1-2 2-5 2-6

26 12 月 24 日 ( 木 ) 担任計画 1 担任計画 1 担任計画 1 1-3 1-4 2-7 2-8

27 12 月 25 日 ( 金 ) 担任計画（２学期終業式） 1 担任計画（２学期終業式） 1 担任計画（２学期終業式） 1

28 1 月 6 月 ( 水 ) 担任計画 1 修学旅行事前説明会 1 担任計画 1 予備 予備

29 1 月 13 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 1 1-5 1-6 予備 予備

30 1 月 20 日 ( 水 ) 伝達表彰・ダンス部激励式 1 伝達表彰・ダンス部激励式 1 伝達表彰・ダンス部激励式

31 1 月 27 日 ( 水 ) 教科書注文票記入 1 教科書注文票記入 1 1

32 2 月 3 日 ( 水 ) 教科書注文票確認 1 教科書注文票確認 1

33 2 月 10 日 ( 水 ) ３学年集会 2

34 2 月 17 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 1-7 1-8 予備 予備

35 2 月 24 日 ( 水 ) 担任計画 1 担任計画 1 予備 予備 予備 予備

36 3 月 2 日 ( 火 )
【CP】1年間の振り返り

高校入試教室整備
1

【CP】1年間の振り返り
高校入試教室整備

1

37 3 月 17 月 ( 水 ) 担任計画 1
担任計画

特進小論文ガイダンス
1 予備 予備 予備 予備

38 3 月 19 日 ( 金 ) 担任計画（修了式） 1 担任計画（修了式） 1

【確認事項】

 １ ．体育館と運動場を各クラス１回ずつ入れています。

３．体育科の用具を使用する場合は事前に体育科に申込みをして、HR担任が受け取り、責任をもって返却して下さい。

４．武道場は全クラスを割り振れないので組んでいません。利用したいクラスは係へ申し込んで下さい。 ※体育館で講話等があるときは、武道場は使用できません。

合計時数 37 37 32

2．雨天の場合を考え、運動場の予備日は多めにとっています。希望する場合は係に申し出て下さい。

３学年集会

［ 1 1］ 令 和 ８ 年 度 Ｌ Ｈ Ｒ 年 間 計 画

特進集会

伝達表彰･野球部激励式

修学旅行説明会

高校総体激励式

修学旅行事前説明会

伝達表彰･ダンス部激励式

教育実習生による進路講話
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〔13〕在校生及び年度別卒業生の概要

１．出身中学校別生徒数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1 糸  満 23 30 53 25 25 50 27 27 54 75 82 157
2 西  崎 26 22 48 14 22 36 24 19 43 64 63 127
3 潮  平 10 13 23 12 17 29 17 15 32 39 45 84
4 兼  城 13 15 28 15 6 21 18 10 28 46 31 77
5 高  嶺 8 4 12 2 9 11 9 6 15 19 19 38
6 三  和 9 11 20 7 8 15 11 8 19 27 27 54
7 具  志  頭 22 12 34 7 16 23 17 7 24 46 35 81
8 東  風  平 31 15 46 37 30 67 32 26 58 100 71 171
9 豊  見  城 2 1 3 2 2 4 4 0 4 8 3 11
10 伊  良  波 4 1 5 2 4 6 7 7 14 13 12 25
11 長  嶺 1 1 2 0 3 3 0 2 2 1 6 7
12 豊  崎 13 3 16 5 3 8 0 0 0 18 6 24
13 南  星 9 1 10 8 4 12 3 5 8 20 10 30
14 南  風  原 2 1 3 0 0 0 3 0 3 5 1 6
15 玉  城 5 0 5 6 2 8 4 1 5 15 3 18
16 大  里 0 5 5 2 2 4 4 2 6 6 9 15
17 佐  敷 0 1 1 4 0 4 0 0 0 4 1 5
18 知  念 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
19 与  那  原 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 2
20 西  原 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
21 鏡  原 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 神  森 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1
23 松  島 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1
24 仲  井  真 0 0 0 1 1 2 1 0 1 2 1 3
25 首  里 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
26 小  禄 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
27 渡  嘉  敷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
28 上  野 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1
29 平  良 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 2 2
30 伊  是  名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 伊  平  屋 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1
32 久米島西 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1
33 球  美 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1
34 県  外 0 0 0 1 1 2 1 0 1 2 1 3

180 137 152 158 186 137 518 432

全体

310 323 950

２年 ３年中学校名

小  計
総  計 317

１年
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１年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 計
1 国頭村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 大宜味村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 東村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 今帰仁村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 本部町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 名護市 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 宜野座村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 金武町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 伊江村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 伊平屋村 0 0 1 1 0 0 0 0 1
11 伊是名村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 恩納村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 うるま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 沖縄市 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 読谷村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
16 嘉手納町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 北谷町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 北中城村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19 中城村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 宜野湾市 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 西原町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 浦添市 1 0 0 1 0 0 0 0 1
23 那覇市 0 2 0 2 0 3 0 3 5
24 久米島町 0 0 1 1 0 0 1 1 2
25 北大東村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26 南大東村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 豊見城市 19 8 11 38 7 12 9 28 66
28 糸満市 89 74 108 271 95 87 85 267 538
29 八重瀬町 54 46 50 150 27 46 34 107 257
30 南城市 5 14 8 27 5 4 2 11 38
31 与那原町 0 0 1 1 0 1 0 1 2
32 南風原町 11 7 5 23 2 4 5 11 34
33 渡嘉敷村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 座間味村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
35 粟国村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
36 渡名喜村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
37 宮古島市 1 0 0 1 1 0 1 2 3
38 多良間村 0 0 0 0 0 0 0 0 0
39 石垣市 0 0 0 0 0 0 0 0 0
40 竹富町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
41 与那国町 0 0 0 0 0 0 0 0 0
42 県外 0 1 1 2 0 1 0 1 3

合  計 180 152 186 518 137 158 137 432 950

２．出身市町村別生徒数
番
号

市町村名 男         子 女         子 合計
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男 女 計 男 女 計

2 2 4 12 0 12 16

0 0 0 0 1 1 1

0 0 0 0 1 1 1

1 5 6 4 0 4 10

2 0 0 2 1 3 5

35 14 49 2 0 2 51

11 9 20 4 1 5 25

0 4 4 0 0 0 4

18 17 35 3 7 10 45 45
1 8 9 0 0 0 9

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0
5 0 5 1 2 3 8 8

県内 11 15 26 1 1 2 28

県外 2 3 5 0 0 0 5

県内 26 19 45 4 2 6 51

県外 2 7 9 0 0 0 9

県内 0 0 0 0 0 0 0

県外 0 0 0 0 0 0 0

県内 10 4 0 14

県外 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0
127 108 235 33 16 49 284 284

内定率 92.8%

※推薦・ＡＯ入試には、一般推薦、指定校推薦、ＡＯ入試、自己推薦も含む

※就職進学の場合は就職へカウントされています。

就職 15

留学等

計

高等学校専攻科

文部科学省管轄外大学校等

看護・医療系専門学校 33

その他専門学校 60

県外私立大学
県
内
短
大

沖縄女子短期大学
9

沖縄キリスト教短期大学
県
外
短
大

国公立短期大学
1

私立短期大学

琉球大学

80沖縄大学

沖縄キリスト教学院大学

33

沖縄県立芸術大学

３．令和7年度　進路決定状況

大学名等
推薦・ＡＯ入試 一般入試

合計 縦合計

各種学校 0

※就職進学の場合は就職へカウントされています。

※一般入試には、国公立大学の前期・後期・追加合格者も含む

沖縄県立看護大学

名桜大学

県外国公立大学

県
内
私
大

沖縄国際大学

県
内
国
公
立
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家政科
男 女 計 計 男 女 計 男 女 計

昭 和  21 1 12 28 40 40 40

22 2 66 52 118 118 158

23 3 107 46 153 153 311

24 4 90 74 164 164 475

25 5 85 67 152 152 627

26 6 114 60 174 174 801

27 7 72 30 102 102 903

28 8 86 58 144 144 1,047

29 9 101 82 183 183 1,230

30 10 112 78 190 190 1,420

31 11 127 98 225 225 1,645

32 12 128 105 233 233 1,878

33 13 140 98 238 238 2,116

34 14 156 143 299 299 2,415

35 15 160 138 298 298 2,713 28 14 42

36 16 110 86 196 41 36 37 73 310 3,023 12 18 30

37 17 135 57 192 42 31 40 71 305 3,328 20 7 27

38 18 115 74 189 39 21 46 67 295 3,623 16 8 24

39 19 79 67 146 36 8 41 49 231 3,854 19 8 27

40 20 95 68 163 33 23 46 69 265 4,119 15 6 21

41 21 158 137 295 96 24 74 98 489 4,608 17 9 26

42 22 143 131 274 96 27 68 95 465 5,073 23 25 48

43 23 186 159 345 98 26 67 93 536 5,609 31 33 64

44 24 204 175 379 100 14 83 97 576 6,185 33 46 79

45 25 158 209 367 100 8 88 96 563 6,748 26 52 78

46 26 201 180 381 90 11 85 96 567 7,315 26 61 87

47 27 176 177 353 95 13 81 94 542 7,857 11 52 63

48 28 151 221 372 86 0 89 89 547 8,404 23 76 99

49 29 183 253 436 89 1,087 525 8,929 8 46 54

50 30 181 219 400 84 484 9,413 769

51 31 187 267 454 88 542 9,955

52 32 183 263 446 89 535 10,490

53 33 193 254 447 86 533 11,023

54 34 175 259 434 86 520 11,543

55 35 168 278 446 90 536 12,079

56 36 193 247 440 88 528 12,607

57 37 185 253 438 85 523 13,130

58 38 155 276 431 84 515 13,645

59 39 141 214 355 79 434 14,079

60 40 142 214 356 89 445 14,524

61 41 152 243 395 84 479 15,003

62 42 161 246 407 83 490 15,493

63 43 149 245 394 74 468 15,961

平成元年 44 181 217 398 77 475 16,436

2 45 184 218 402 85 487 16,923

3 46 196 247 443 86 529 17,452

4 47 210 236 446 73 519 17,971

5 48 191 256 447 84 531 18,502

6 49 169 229 398 84 482 18,994

7 50 159 237 396 84 480 19,464

8 51 162 242 404 66 470 19,934

9 52 170 225 395 37 432 20,366

10 53 181 221 402 25 427 20,793

11 54 161 231 392 39 431 21,224

12 55 146 249 395 30 425 21,649

13 56 168 220 388 35 423 22,072

14 57 166 226 392 38 430 22,502

15 58 176 220 396 36 432 22,934

16 59 199 200 399 39 438 23,372

17 60 192 208 400 38 438 23,810
18 61 187 209 396 396 24,206
19 62 177 216 393 393 24,599
20 63 179 179 358 358 24,957
21 64 159 197 356 356 25,313
22 65 159 202 361 361 25,674
23 66 163 192 355 355 26,029
24 67 172 182 354 354 26,383
25 68 195 162 357 357 26,740
26 69 170 178 348 348 27,088
27 70 156 203 359 359 27,447
28 71 168 187 355 355 27,802
29 72 171 185 356 356 28,158
30 73 156 193 349 349 28,507
31 74 159 197 356 356 28,863

令和 2 75 157 194 351 351 29,214
3 76 166 152 318 318 29,532
4 77 158 161 319 319 29,851
5 78 145 161 306 306 30,157
6 79 150 141 291 291 30,448
7 81 175 131 306 306 30,754

計 12,348 14,133 26,481 3,186 卒業生総累計 31,523

定 時 制 累 計

全     日     制        課        程

年度
累計

卒業年 期
定時制課程

普通科 商業科 全日制
累計

４．年 度 別 卒 業 生 数

商 業 科 累 計
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〔 1 4 〕 防 火 （ 災 ） 保 健 ・ 安 全 計 画  
  

　１．防火・防災組織  
  

   
(1)  防災計画の策定
(2)  防災教育の推進
(3)  安全点検の推進

  
  

  防火施設・設備管理 　防火用具の管理・点検  ・・・ 教頭・事務長
  防
  災

   委 常 　危険物貯蔵施設、火気使 理科・家庭科・用務
員 光 熱 機 器 管 理 用施設及び電気設備の整備 ・・ 各火元責任者 

  会 時 点検
  

   理科、家庭科等の薬品、 理科・家庭科・用務
可 燃 薬 物 管 理 可燃物の保管、点検　 ・・・・ 各火元責任者 

  
  

             　出火場所、避難経路や避 第 1  発見者
通 報 ・ 連 絡 難場所等を校内放送や非常 ・・   　↓

  ベルで通報及び消防や警察 教頭・事務長　　
                        等への通報

 防 防
 災 火

 対 管 1  学年主任
策 理 避 難 ・ 誘 導   生徒の避難誘導 ・・・・・・ 2 学年主任 

 委 責 3  学年主任
 員 任 各学級担任
 長 者 全体：教頭

(  (  
 校 教

長 頭 初 期 消 火   消火器等による初期消火 ・・ 第 1 発見者･直近職員 

) )

 非
  

 常 ①電気設備 事務長・用務員
防 護 措 置 ②薬品、ガス、その他危険 ・・ 実習助手 

 時 　物等

  
非 常 持 ち 出 し  非常持出書類の持ち出し  ・・ 事務長・教務主任 

 
 

   不審者の侵入防止 生活指導部主任
警 　 　 備   不明者捜索　　 ・・・・・ 生活指導部 

 
  養護教諭

救 　 　 護  応急手当  ・・・・・・・・・ 特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
 教育相談

［連絡組織］                                                                        
                                                       救   護   班                        
                             　通報連絡                避難・誘導           警備班 
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                              　↓　↑                 防 護 措 置　　　　　　　　　　　　　　 
                               初期消火              
 
［通　報］  (1  )校内放送
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月
４

５
６

７
．
８

９
１

０
１

１
１

２
１

２
３

自
己

の
発

育
・

健
康

状
態

病
気

の
早

期
発

見
、

治
療

口
腔
の
健
康
を
考
え
よ
う

夏
休

み
を

健
康

に
過

ご
そ

生
活
習
慣
を
見
直
し

眼
を
大
切
に
し
よ
う

性
（

エ
イ

ズ
）

に
つ

年
末

年
始

の
健

康
生

活
に

風
邪

や
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ
ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ
を

予
防

一
年

間
の

健
康

生
活

を
振

次
年

度
に

向
け

健
康

課
題

月
の
重

点
H

IV
/

を
知
ろ
う

に
努
め
よ
う
。

う
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

薬
物
に
つ
い
て
考
え
よ
う

い
て
考
え
よ
う

留
意
し
よ
う

し
よ
う

り
返
ろ
う

を
見
つ
け
よ
う

 
H

SJ
1

セ
ミ

ナ
ー

年
定
期
健
康
診
断
（
歯
科
）

救
急
法
講
習
会
（
生
徒
、

糸
高
祭

平
和
ｳ
ｫ
ｰ
ｸﾗ
ﾘ
ｰ(

年
)

★
性
教
育
講
話

修
学

旅
行

（
2
学
年
）

全
体
清
掃

卒
業
式

(1
)

新
入

生
歓

迎
球

技
大

会
 

 
学

校
保

健
シ
グ
マ
検
査

年
★

三
者

面
談

「
生
命
の

社
会
野
外
探
求

年
）

職
員
）

薬
物
乱
用
防
止
講
話

理
科
野
外
探
求
（
１
年
）

予
餞

会
３
年
就
職
・
進
学
準
備
期

高
校
入
試

(1
)

(（
3

:
定
期
健
康
診
断

安
全
教

育
」
資

料
配

付
全
国
高
校
総
体

★
人
権
講

話
間

新
入
生
ｵﾘ
ｴﾝ
ﾃー
ｼｮ
ﾝ

関
係
行

事
（
身
体
測

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

遠
足

）

定
尿
検
査

心
臓

内
科

火
災
地
震
津
波
避
難
訓
練

、
、

、
）
 

 
各

も
れ

健
診

目
の
愛
護
週
間

体
力

テ
ス
ト

県
新
人
体
育
大
会

・
感
染
症
予
防

・
歯
科
健
診

・
健
康
診
断
結
果
の
お
知

・
夏
休
み
中
の
健
康
及
び

・
糸
高
祭
安
全
管
理

・
各
学
年
拡
大
学
年
会

・
性
教
育
、
人
権
教
育
の

・
修
学
旅
行
の
健
康
調
　

・
感
染
症
の
予
防
と
対
策

・
１
年
間
の
反
省
と
次
年

 
 

対
・
 ｽ
ﾎ゚

ﾂー振
興
ｾﾝ
ﾀー
へ
の
加
入

 
 

 
保

人
・
保
健
調
査

・
健
診
結
果
入
力

ら
せ
、
治
療
勧
告

治
療
状
況
調
査

・
安
全
管

　
一
斉
指
導

　
査
、
保
健
指
導
、
安
全

・
保
健
統
計
資
料
整
理

　
度
の
計
画

・
球
技

大
会
安

全
管

理
・
遠

足
安
全

管
理

平
和

ｳ
ｫ
ｰ
ｸ
ﾗ
ﾘ
ｰ

 
管

・
尿
検
査
・
身
体
測
定

・
も
れ
健
診
、
検
査

・
各
学
年
拡
大
学
年
会

・
健
診
結
果
統
計

・
糸
高
祭
準
備
安
全
管
理

・
薬
物
乱
用
防
止
教
育
　

　
理

・
野
外
探
求
安
全
管
理

　
管
理

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

 
健

理
・
心
臓
検
診
・
内
科
　

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
救
急
処
置
講
習
会

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
避
難
訓
練
の
諸
注
意

・
感
染
症
の
予
防
と
対
策

 
シ
グ
マ
検
査
（
１
年
）

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

・
保
健
だ
よ
り
発
行

 
・

 
管

 
対

・
感
染
症
予
防

・
プ
ー
ル
水
質
検
査

プ
ー
ル
水
質
検
査

・
飲
料
水
日
常
点
検
、

・
全
体
清
掃

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
教
室
の
換
気

・
教
室
の
換
気

・
測
定
検
査
器
具
点
検

・
飲
料
水
日
常
点
検

・

 
理

物
・
保
健
室
の
整
備

飲
料
水
水
質
検
査

・
全
体
清
掃

・
室
内
化
学
物
質
検
査

・
全
体
清
掃

・
全
体
清
掃

・
騒
音
検
査

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
全
体
清
掃

・
プ
ー

ル
施
設

点
検

・
照
度
検

査
・

 
 

 
管

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
全
体
清
掃

・
ﾀ゙
ﾆ・

ｱﾚ
ﾙｹ゙

ﾝ検
査

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
飲
料
水
日
常
点
検

・
全
体
清
掃

・
保
健
室
整
備

・
運
動
場

の
整

備
点
検

・
濃

度
検
査

CO
2

 
理

・
全
体
清
掃

・
全
体
清
掃

・
救
急
薬
品
点
検

・
全
体
清
掃

・
全
体
清
掃

・
衛
生
物
品
点
検
整
備

・
運
動

場
の

整
備
点

検

 
 

 
 

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

（
１
年
）

 
 

 
 

科
・
国
民
健
康
水
準
の
向
上

・
感
染
症
の
予
防

・
生
活
習
慣
病
の
予
防

・
健
康
と
運
動
・
休
養
・

・
喫
煙
と
健
康

・
薬
物
乱
用
と
そ
の
防
止

・
欲
求
不
満
と
適
応
機
制

・
精
神
疾
患
の
予
防
と
回

・
安
全
・
安
心
な
社
会
づ

・
心
肺
蘇
生
法
の
実
践

・
成
果
の
発
表
・
ま
と
め

 
 

 
 

　
と
変
化
す
る
健
康
課
題

★
性
感
染
症
と
そ
の
予
防

・
食
事
と
健
康

　
睡
眠

・
飲
酒
と
健
康

・
脳
と
神
経
の
働
き

★
心
の
健
康
と
精
神
疾
患

復
の
た
め
に

　
く
り

・
日
常
的
な
応
急
手
当

（
２
年
）

 
 

 
 

目
・
健
康
の
保
持
増
進
と

（
２
年
）

（
２
年
）

★
が
ん
の
発
生
と
予
防

（
２
年
）

（
２
年
）

（
２
年
）

・
交
通
事
故
と
安
全
確
保

・
適
切
な
応
急
手
当
の
手

（
２
年
）

・
成
果
の
発
表
・
ま
と
め

　
ﾍﾙ
ｽﾌ゚

ﾛﾓー
ｼｮ
ﾝ

・
結
婚
生
活
と
健
康

・
家
族
計
画

（
２
年
）

・
労
働
災
害
の
健
康
づ
く

・
大
気
汚
染
の
健
康
へ
の

・
廃
棄
物
の
処
理
と
健
康

（
２
年
）

　
順

・
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
活
動

保
教

 
 
 

 
 

 
 

保
（
２
年
）

★
妊
娠
・
出
産
と
健
康

・
加
齢
と
健
康

・
労
働
者
の
健
康
・
安
全

　
り
と
「
働
き
方
改
革
」

　
影
響
と
対
策

環
境
衛
生
活
動

・
食
品
の
安
全
性
の
確
保

（
２
年
）

　
や
社
会
的
対
策

・

・
思
春
期
と
健
康

と
健
康
問
題

・
環
境
汚
染
の
広
が
り
と

・
水
質
汚
濁
と
土
壌
汚
染

・
健
康
・
医
療
制
度

★
地
域
の
保
健
機
関
・
医

・
健
康
に
関
す
る
環
境
づ

 
 

 
 

 
 

健
★
性
意
識
と
性
行
動
の
選

・
労
働
災
害
・
職
業
病
と

そ
の
影
響

　
の
健
康
へ
の
影
響
と
対

療
機
関
の
活
用

　
く
り
と
社
会
参
加

　
択

そ
の
予
防

　
策

・
医
薬
品
と
健
康

 
 

 
 

科
 

 
 

 
関

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

生
物
（

年
）

2,
3

2,
3

2
2

2,
3

2,
3

2,
3

2,
3

2,
3

2,
3

2,
3

 
 

 
 

健
・
生
命
の
起
源

・
生
物
の
進
化
の
し
く
み

・
生

き
物

の
系
統

・
生
き

物
の

分
類

・
細
胞
と
分
子

・
代
謝

・
遺
伝
情
報
の
発
現

・
生
殖
と
発
生

・
動
物
の
反
応
と
行
動

・
植
物
の
環
境
応
答

・
生
物
群
集
と
生
態
系

 
 

 
 

連
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
生
物
基
礎

年
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
(1

)
 

 
 

 
・
生
物
の
特
徴

・
生
物
の
特
徴

・
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き

・
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き

・
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き

・
ヒ
ト
の
体
内
環
境
の
維
持

・
ヒ
ト
の
体
内
環
境
の
維
持

・
ヒ
ト
の
体
内
環
境
の
維
持

・
生
物
の
多
様
性
と
生
態
系

・
生
物
の
多
様
性
と
生
態
系

・
生
物
の
多
様
性
と
生
態
系

 
 

 
 

 
教

家
庭
総
合
（
2年

）
家
庭
総
合
（
3年

）
家
庭
総
合
（
2年

）
家
庭
総
合
（
3年

）
家
庭
総
合
（
2年

）
家
庭
総
合
（
2年

）
家
庭
総
合

3年
家
庭
総
合
（
2年

）
家
庭
総
合
（
3年

）
家
庭
総
合

(
) 

 
 
 

 
等

・
生
活
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

★
子
ど
も
の
生
活
と
子
育

・
共
生
社
会
を
つ
く
る

★
高
齢
期
の
生
活
の
マ
ネ

・
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

・
経
済
生
活
の
マ
ネ
ジ
メ

・
衣
食
住
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

・
食
生
活
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

・
生
活
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

・
住
生
活
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
青
年
期
の
課
題
と
自
立

て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
ジ
メ
ン
ト

く
る

　
ン
ト

ト
ト

 
 

科
 

教
 

総
・
総
合
学
習
の
活
動
計
画

・
平
和

学
習

・
平
和
学
習
、
野
外
探
求

・
進
路
学
習

・
進
路
学
習

・
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
進
路

・
小
論
文
指
導

・
夢
開
花
宣
言

・
進
路
希
望
調
査

・
・
今
年
度
の
反
省

進
路
学
習
（
0学

期
宣
言
）

・
シ
グ
マ
検
査

年
に
向
け
て

学
習

・
修
学

旅
行

に
向
け

て
・
合
格
者
集
会

・
卒
業
式
に
向
け
て

・
卒
業
式
に
向
け
て

・
次
年
度
に
向
け
て

 
探

(1
)

・
健
康
診
断
の
事
前
指
導

・
歯
と
健
康

・
健
康
と
早
期
治
療
の
必

・
学
校
行
事
で
の
健
康
安

・
薬
物
乱
用
防
止
教
育

・
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

・
・
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

・
春
休
み
の
健
康
安
全
の

 
 

 
 

特
H

R
・
自
己
の
心
と
身
体
の
健

・
性
教
育

講
演

会
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

 
 

 
 

活
・
保
健
室
の
利
用
法

・
集
団
行
動
と
安
全

　
要
性

　
全
指
導

　
特
設
授
業

・
冬
休
み
の
健
康
安
全
の

・
自
己
の
生
活
環
境
の

心
得

　
康
状
態
の
把
握

・
人
権
講

演
会

・
緊
急
連
絡
体
制
の
確
認

・
夏
休
み
保
健
安
全
心
得

・
目
の
健
康
と
環
境

　
心
得

・
災
害
と
安
全
対
策

管
理

育
別

動
 

 
・
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

　

 
  

 
 

 
活

生
・
生
徒
委
員
会
活
動
計
画

・
学
校
行
事
に
お
け
る
安

・
歯
の
衛
生
週
間
に
む
け

・
夏
休
み
の
健
康
安
全
に

・
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
向

・
冬
休
み
の
健
康
安
全
に

・
感
染
症
予
防
に
向
け
て

・
教
室
内
の
換
気

・
教
室
内
の
換
気

・
糸
高
祭
に
向
け
て
の
健
康

・
糸
高
祭
に
向
け
て
の
健
康

・
健
康
診
断
の
補
助

　
全
管
理

　
て
の
取
り
組
み

　
向
け
て
の
取
り
組
み

　
け
て
の
取
り
組
み

　
向
け
て
の
取
り
組
み

　
の
取
り
組
み

・
今
年
度
の
反
省
と
評
価

・
次
年
度
の
年
間
計
画

 
 

 
 

徒
　
安
全
指
導
の
取
り
組
み

安
全
指
導
の
取
り
組
み

・
教
室
内
外
の
美
化
と
健

・
教
室
内
外
の
美
化
と
健

・
教
室
内
外
の
美
化
と
健

・
教
室
内
外
の
美
化
と
健

・
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い

・
災
害
と
安
全
対
策

・
教
室
内
の
換
気

動
会

　
康
活
動

　
康
活
動

　
康
活
動

　
康
活
動

て
の
取
り
組
み

・
健

康
診
断

の
受

け
方

・
望
ま

し
い
生

活
ﾘ
ｽ
ﾞﾑ

・
歯

の
衛

生
週
間

・
心
身

の
健

康
・

体
育

祭
に

向
け

て
健

・
眼

の
健
康

に
つ

い
て

・
感
染

症
の

予
防

・
感
染
症

の
予

防
・
感

染
症

の
予
防

・
感
染

症
の

予
防

・
１

年
間

の
健

康
生

活
個
別
 

 
日
常

・
保

健
室

の
利

用
の

仕
・

プ
ー

ル
の
安

全
指

導
・
プ

ー
ル

の
安
全

指
導

・
夏
休

み
の

過
ご
し

方
　

康
安
全

指
導

・
医

薬
品
の

取
り

扱
い

・
修

学
旅

行
参

加
者

へ
・

冬
休
み

の
過

ご
し
方

・
生
活

習
慣

に
つ
い

て
　

の
反
省

　
方

・
熱

中
症

の
予
防

・
プ
ー

ル
の

安
全
指

導
・

熱
中
症

の
予

防
　
の
個

別
健

康
指
導

指
導

 
組

織
活

動
・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

・
生
徒
保
健
委
員
会

第
1回

学
校
保
健
委
員
会

・
第
2回

学
校
保
健
委
員
会

・
第
3回

学
校
保
健
委
員
会

・
・

・
・

・
・

ｶｳ
ﾝｾ
ﾘ
ﾝ
ｸﾞ
委

員
会

ｶ
ｳ
ﾝｾ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ
委
員

会
・
各

学
年

拡
大
学

年
会

ｶ
ｳﾝ
ｾ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
委
員
会

ｶｳ
ﾝ
ｾﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ委

員
会

・
各
学

年
拡

大
学
年

会
ｶｳ
ﾝ
ｾﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ委

員
会

ｶ
ｳ
ﾝｾ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
委
員

会
・
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４
．

令
和

８
年

度
 

学
 

校
 

安
 

全
 

計
 

画
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
月
 

項
目

４
 

５
 

６
 

７
・
８

 
９

 
１
０

 
１
１

 
１
２

 
１

 
２

 
３

 

月
 の

 重
 点

 
通

学
時

の
安

全
確

認
を

し
よ
う

 
学
校
生
活
で
の
安
全

 
ス
ポ
ー
ツ
と
安
全

 
夏

休
み

の
意

義
及

び
安

全
な
過
ご
し
方

 
通
学
路
の
安
全
確
認

 
 

学
校
行
事
と
安
全

 
 

安
全
な
生
活
行
動

 
 

冬
休

み
の

有
意

義
な

過

ご
し
方

 
施
設
の
保
守
と
点
検

 
 

春
の
交
通
安
全
指
導

 
 

１
年

間
の

安
全

生
活

の

反
省

 

学
 校

 行
 事

 

入
学
式

 
H

SJ
セ
ミ
ナ
ー

 

定
期
健
康
診
断

 

シ
グ
マ
検
査
（
１
年

）
 

新
入
生
歓
迎
球
技
大

会
 

各
も
れ
検
査
・
検
診

 
定
期
健
康
診
断

 

社
会
野
外
探
求
（
３

年
）

定
期
健
康
診
断

 
平
和
講
演
会

 

救
急
法
講
習
会
★

 
 

実
力
テ
ス
ト

 
薬
物
乱
用
防
止
講
話

★
 

ﾌ
ｨ
ｰﾙ
ﾄ
ﾞﾜ
ｰｸ
（
遠
足
）

 
糸
高
祭

 

平
和
ｳ
ｫ
ｰ
ｸﾗ
ﾘｰ

(１
年

) 
 

理
科
野
外
探
求
（
１

年
）

防
災
地
震
津
波
避
難
訓
練
★

人
権
教
育
講
話

 

性
教
育
講
話
★

 

修
学
旅
行

 
  

全
体
清
掃

 
卒
業
式

 
高
校
入
試

 

安   全    教    育

教
 科

 

実
習
時
の
心
構
え

 
新
体
力
テ
ス
ト
の
安
全

 

調
理
実
習
時
の
安
全

 

水
泳
授
業
時
の
安
全
指
導

 

化
学
薬
品
の
取
り
扱
い
方

 

食
育
指
導

 

水
泳
授
業
時
の
安
全
指
導

 

地
域
の
救
急
病
院
の
確
認

 

食
中
毒
防
止

 
熱
中
症
の
対
応

 
 

水
泳
授
業
時
の
安
全
指
導
★

心
肺
蘇
生
法
★

 
食
品
の
衛
生
と
安
全

★
 

熱
中
症
の
対
応
★

 

水
泳
授
業
時
の
安
全
指
導

 

 
乳
幼
児
の
事
故
と
安
全
★

 
陸

上
競

技
授

業
時

の
安

全
指
導

 
年

末
年

始
の

交
通

事
故

に
つ
い
て

 
性
教
育
★

 

応
急
手
当
の
仕
方

 
柔

道
授

業
時

に
お

け
る

安
全
指
導
★

 

実
験

・
実

習
に

伴
う

教
科

の

器
具
の
点
検
・
整
備

 
実
験
・
実
習
室
の
整

備
 

乳
幼
児
の
事
故
と
安
全
教
育

理
科
薬
品
等
の
定
期
点
検

 

総
合
的

 
な
探
究

 

総
合
学
習
で
の
安
全
指
導

 
総

合
学

習
実

施
時

の
安

全
対
策
の
徹
底

 
 

社
会
野
外
探
求
（
３

年
）

主
権
者
教
育

 
夏
休
の
安
全
指
導

 
集
会
に
お
け
る
安
全
指
導

 
薬
物
乱
用
防
止
講
話

★
 

平
和
ｳ
ｫ
ｰ
ｸﾗ
ﾘｰ

(１
年

) 
平
和
ｳ
ｫ
ｰ
ｸﾗ
ﾘｰ
安
全
指
導

冬
休
み
に
お
け
る
安
全
指
導

性
教
育
講
話
★

 
集
会
に
お
け
る
安
全
指
導

 

進
路
発
表
会

 
卒
業
式
に
向
け
て

 
今

年
度

の
反

省
と

次
年

度
へ
向
け
て

 

１
 年

 
Ｈ
 Ｒ

 

安
全
な
高
校
生
活

 
登
下
校
時
の
安
全

 
 

通
学
時
交
通
安
全
ナ
マ
ー

 

自
転

車
の

安
全

な
利

用

の
仕
方

 
 

部
活
動
の
安
全
と
健
康
指
導

台
風

等
自

然
災

害
と

安

全
指
導

 

夏
休
み
の
生
活
と
安
全

 
登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 
薬
物
乱
用
防
止
講
話

 
遠
足
時
の
安
全
指
導

 
理
科
野
外
探
求
安
全
指
導

 

平
和
ｳ
ｫ
ｰ
ｸﾗ
ﾘｰ
安
全
指
導

登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 

冬
休

み
の

生
活

と
安

全

避
難
訓
練
事
前
指
導

★
 

災
害
と
安
全
対
策
指

導
 

性
・
エ
イ
ズ
特
設
授

業
★

健
康
な
体
力
づ
く
り

 
春
の
交
通
安
全
指
導

 
春
休
み
の
生
活
と
安

全
 

１
年
を
振
り
返
る

 

２
 年

 
Ｈ
 Ｒ

 

登
下
校
時
の
安
全

 
 

通
学
時
交
通
安
全
ナ
マ
ー

 

自
転

車
の

安
全

な
利

用

の
仕
方

 

部
活
動
の
安
全
と
健
康
指
導

台
風

等
自

然
災

害
と

安

全
指
導

 
 

夏
休
み
の
生
活
と
安
全

 
  

登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 
薬
物
乱
用
防
止
講
話

 
遠
足
時
の
安
全
指
導

 
登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 
 

冬
休

み
の

生
活

と
安

全

避
難
訓
練
事
前
指
導

★
 

災
害
と
安
全
対
策
指

導
 

性
・
エ
イ
ズ
特
設
授

業
★

健
康
な
体
力
づ
く
り

 
春
の
交
通
安
全
指
導

 
春
休
み
の
生
活
と
安

全
 

１
年
を
振
り
返
る

 

３
 年

 
Ｈ
 Ｒ

 

登
下
校
時
の
安
全

 
 

通
学
時
交
通
安
全
ナ
マ
ー

 

自
転

車
の

安
全

な
利

用

の
仕
方

 

部
活
動
の
安
全
と
健
康
指
導

台
風

等
自

然
災

害
と

安

全
指
導

 

夏
休
み
の
生
活
と
安
全

 
 

登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 
薬
物
乱
用
防
止
講
話

 
遠
足
時
の
安
全
指
導

 
登
下
校
時
の
安
全

 
交
通
安
全

 
冬

休
み

の
生

活
と

安
全

避
難
訓
練
事
前
指
導

★
 

災
害
と
安
全
対
策
指

導
 

性
・
エ
イ
ズ
特
設
授

業
★

健
康
な
体
力
づ
く
り

 
春
の
交
通
安
全
指
導

 
春
休
み
の
生
活
と
安

全
 

１
年
を
振
り
返
る

 

生
徒
会
 

活
動

 
 

H
SJ

セ
ミ
ナ
ー

 

 
全

体
集

会
へ

の
協

力

新
入
生
歓
迎
球
技
大

会
 

全
体
集
会
へ
の
協
力

 
生
徒
会
長
選
挙

 
全
体
集
会
へ
の
協
力

 
 

全
体
集
会
へ
の
協
力

 
全
体
集
会
へ
の
協
力

 
全
体
集
会
へ
の
協
力

 
全
体
集
会
へ
の
協
力

 
世
界
ｴ
ｲｽ
ﾞ
ﾃﾞ
ｰの

取
り
組
み

全
体

集
会

へ
の

協
力

予
餞
会

 
安

全
を

考
慮

し
た

卒
業

式
へ
の
取
り
組
み

 
次

年
度

へ
向

け
て

の
取

り
組
み

 

安  全  管  理

対 人 管 理

学 校 生 活

登
下
校
の
安
全

 
救
急
体
制
の
確
立

 
自
転
車
登
録
安
全
点

検
 

 

運
転
免
許
取
得
者
指

導
 

県
高

校
総

体
へ

向
け

て

の
心
得

 
部
活
動
時
の
安
全
確

認
 

梅
雨
時
期
の
安
全

 
食
中
毒
の
予
防

 
部
活
動
時
の
安
全
確

認
 

梅
雨
明
け
時
の
熱
中
症
対
策

交
通
安
全
指
導

 
交
通
安
全
講
話

 
夏
休
み
の
安
全
指
導

 
熱
中
症
対
策

 

運
転
免
許
取
得
者
指

導
 

熱
中
症
対
策

 
部
活
動
時
の
安
全
確

認
 

県
新

人
大

会
へ

向
け

て

の
心
得

 

登
下
校
時
の
安
全
指

導
 

不
審
者
へ
の
対
応
指

導
 

ｲ
ﾝ
ﾌﾙ
ｴ
ﾝｻ
ﾞ
対
策

 
冬
休
み
中
の
安
全
指

導
 

登
下
校
時
の
安
全
指

導
 

ｲ
ﾝ
ﾌﾙ
ｴ
ﾝｻ
ﾞ
対
策

 
教
室
内
換
気
の
徹
底

 
登
下
校
時
の
安
全
指

導
 

ｲ
ﾝ
ﾌﾙ
ｴ
ﾝｻ
ﾞ
対
策

 
教
室
内
換
気
の
徹
底

 
登
下
校
時
の
安
全
指

導
 

進
学
・
就
職
準
備
期

間
の

安
全
生
活

 

登
下
校
時
の
安
全
指

導
 

春
休
み
の
安
全
生
活

 

対 物 管 理

学 校 環 境

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
プ
ー
ル
水
質
検
査

 
 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
プ
ー
ル
水
質
検
査

 
 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
空
気
ダ
ニ
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
プ
ー
ル
水
質
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
照
度
測
定

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
ワ
ッ
ク
ス
が
け

 
全
体
清
掃

 

安
全
点
検

 
水
質
検
査

 
全
体
清
掃

 

安
全
確
保
に

 
関
す
る
点
検

 

施
設
点
検

 
 

プ
ー
ル
施
設
点
検

 
プ
ー
ル
施
設
点
検

 
プ
ー
ル
施
設
点
検

 
消
防
整
備
保
守
点
検

 
プ
ー
ル
施
設
点
検

 
運
動
場
設
備
点
検

 
 

施
設
点
検

 
 

施
設
点
検

 
 

施
設
点
検

 
 

施
設
点
検

 
 

次
年
度
へ
向
け
て

 
次
年
度
へ
向
け
て

 

課
 外

 指
 導

 
個
 別

 指
 導

 
自
転
車
通
学
指
導

 
校
外
巡
視
指
導

 
自
転
車
の
点
検

 
校
外
巡
視
指
導

 
健
康
診
断
結
果
と
相

談
 

車
両
通
学
生
の
指
導

 
要
治
療
生
徒
受
診
指

導
 

夏
休
み
中
の
諸
注
意

 
要
治
療
生
徒
受
診
確

認
 

個
別
健
康
相
談

 
校
外
巡
視
指
導

 
校
外
巡
視
指
導

 
冬
休
み
中
の
諸
注
意

 
校
外
巡
視
指
導

 
車
両
免
許
安
全
指
導

 
校
外
巡
視
指
導

 
進

学
就

職
準

備
期

間
の

過
ご
し
方
諸
注
意

 
春

休
み

の
過

ご
し

方
の

諸
注
意

 
Ｐ
 Ｔ

 Ａ
 等

 
組
 織

 活
 動

 
PT

A
入
会
式

 
PT

A
総
会

 
PT

A
進
路
講
演
会

 
  

PT
A
新
聞
発
行
①

 
第
１
回
学
校
保
健
委
員
会

 
 

PT
A
進
路
講
演
会

 
PT

A
親
睦
レ
ク

 
第

２
回

学
校

保
健

委
員

会

PT
A
美
化
作
業

 
  

第
３
回
学
校
保
健
委
員
会

 

 
同
窓
会
入
会
式
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〔15〕緊急時の行動マニュアル 
１．校内における緊急事態発生時の対処及び救急体制 
校内にける緊急事態発生に際し、的確な状況判断、迅速な対応で被害の拡大防止に努めることとする！ 

 
 
 

 
 
（      は必要に応じて） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

④学級担任 
（他の職員） 

④校長・教頭 

⑤保護者 

⑥不審者の保護・逮捕 

⑤警察の出動要請 
［110 番］ 

⑤救急車の出動要請 
［119 番］ 

⑥医 療 機 関 

⑤教育委員会 

 
・発生した事態や状況の把握 
・不審者等の侵入防止や退去  
のための対応、生徒の安全確保 
・傷病者の症状の確認 
（意識、心拍、呼吸、出血など） 
・心肺蘇生法などの現場にて直

ぐ行う応急手当の協力要請や

指示 
 

付
添
搬
入 

付
添
搬
入 

④養護教諭 

③救助応援者 3～4 名 
（近くの職員又は生徒など） 

②発 見 者 

ＡＥＤ 
（体育館・事務室前・ 
HR 教室棟 2Ｆ４F） 

担架（保健室前、教室棟 3F） 

①事件・事故災害発生 
 

報告 

指示 

報告 

指示 

報告 

指導助言 

救
急
処
置 

〈関係機関〉 
警察（110） 
糸満警察署：995－0110 
消防（119） 
糸満消防本部：992－3661 
県教育委員会 
県立学校教育課：866－2715 
保健体育課  ：866－2726 

連絡 連絡 連絡 

通報 通 報 連絡 

⑤学校医等 
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２．休日並びに休業期間中における緊急事態発生時の対処及び救急体制  
 
  休日並びに休業期間中の諸活動（部活動・講座・ＨＲ活動・生徒会活動等）について、事故及び災害 

 などの対応については、監督責任者（部顧問、講座担当者、ＨＲ担任等）が責任を持って下記を参照に、  

 救急対応にあたることとする！ 

 
                                       
                                    
｛    は必要に応じて｝ 

・災害発

顧問・担当者 

「救 急 処 置」 

全ての活動を中断・中止 

救急車の要請(１１９番) 

※次のページを参考にする 

救急車を要請するほどではない場合 

・観察の継続 

・保護者への連絡(状況説明) 

帰 宅 

保護者引継 自主帰宅 

（保護者の了解を  

 得た場合） 

＊付添を付ける 

観察継続 

部活・講座等終了後 

保護者 

 

帰宅後の 

状況確認 

学校管理者 

(校長・教頭) 

事故・傷病等 

の状況把握 

保護者 養護教諭 

《 搬送先病院にて行う顧問・担当者の対応内容 》 

・病院関係者に事故発生時の状況説明を行う 

・診察結果を待ち、保護者に了解を得て、 

 保護者とともに診察結果等の説明を受ける 

・災害共済給付申請手続きの概要を保護者へ説明する 

管理者

診察・処置の終了 

学校管理者 

(校長・教頭) 

事故･傷病等の状況把握 

養護教諭 

災害共済給付申請手続き 
事故・傷病等の状況把握 

連絡 

連絡 

第 1発見者 

救助応援者 3～4名 

（近くにいる職員・生徒） 

・状況把握・安全確保 

・意識･呼吸確認 

・出血･骨折等の確認 

・応急手当 

（止血、心臓マッサージなど） 

・ＡＥＤを取ってくる 

・担架を持ってくる 

・救急車の誘導 

救急車を要請する場合 

・救急車へ同乗し病院へ向かう。 

 

連絡 連絡 

連絡 連絡 

保護者 

帰宅後の 

状況確認 

連絡 

養護教諭 

事故・傷病等

の状況把握 

連絡 連絡 

顧問・担当者より連絡を受けた 
搬送先病院へ向かう 
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３．救急車要請が想定される場合 
〈 救急車要請が想定される場合 〉 

 

  １．意識がはっきりしない（呼びかけても、はっきりしない）→※体はゆらさないでね！ 

  ２．心肺停止 

  ３．呼吸停止または呼吸困難 

  ４．大出血 

  ５．ショック症状が持続するもの 

    （血の気がない、冷や汗をかき体が冷たい、呼吸が浅く速い、体が震える等） 

  ６．開放性骨折、開放性の大きな傷 

  ７．広範囲のやけど 

  ８．けいれん 

  ９．激しい苦痛など 

 

 

〈 救急車の呼び方 〉 

          

        『救急車をお願いします。』 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 学校周辺の救急病院 〉 

病 院 名 電話番号 住所 

南部德洲会病院 998－3221 八重瀬町字外間 171-1 

友愛医療センター 850－3811 豊見城市与根 50-5 

豊見城中央病院 851－0501 豊見城市上田 25 

沖縄協同病院 853－1200 那覇市古波蔵 4-10-55 

沖縄赤十字病院 853－3134 那覇市与儀 1-3-1 

県立南部医療センター 888－0123 南風原町字新川 118-1 

 

 

〈 学校医、学校歯科医、学校薬剤師 〉 

役職名 氏名 備 考 

学校医 吉川 朝昭 よしかわ整形クリニック（  995－2525 ） 

学校歯科医 神農 悦輝 神農デンタルオフィス （ 996－1184 ） 

学校薬剤師 平良 恭子 薬局えぱーわーな～   （ 851－8951 ） 

 

 

119 番 

①呼ぶ場所（学校なら、糸満高校です） 

②住所（学校なら、糸満市糸満 1696 番地の 1） 

③連絡した電話番号（学校なら 994－2012、携帯電話なら携帯電話の番号を伝える） 

③電話をかけた人の名前 

④事故の状況と人数（詳しく） 

例）○時○分頃に、急に意識を失って倒れた人が２人いる。 
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４ ．校内における不審者への対応

来 校 者

「声かけをする」 ＜見分けるポイント＞
１ 事務室を通っているか
２　受付を無視したり、不審な行動をしていないか
３　用件が応えられるか、また、正当なものか

訪 問 者 ４　保護者なら、生徒の学年、組、氏名が答えられるか

５　職員へ用事がある場合は、職員の教科、氏名などが答

１ 受付を依頼する
２ 用件に対応する ６　順路が異なっていたり、不自然な場所に立ち入ってい

  　ないか
７　凶器や刃物を持っていないか

８　不自然な行動や暴力的な態度はないか

不審者である

退去を求める １ 他の職員に連絡し、協力を求める

２ 校長(教頭)に連絡する
３ 相手の態度に注意しながら、丁寧に退去するように説
得する(身を守るため、１.５ｍ程離れる)

退 去 ４ 生徒に近づかせないように注意する

退去しない・危害を加えるおそれがある

生徒の安全を確保 １ 大声を出し、応援を求める

２ 校内放送で知らせ、生徒の安全を確保する
３ 身近な物(モップや椅子など)で不審者との距離を取り、
移動を阻止する

けが人はいない ４ 「１１０番」通報する

負傷者がいる

救 急 処 置 １ 担任(教科担任)は生徒の安全を確認する

２ 負傷者がいたら、容態を観察し、救急処置を行う
３ 必要があれば１１９番に救急車を依頼する

状 況 報 告・後処理 １ 状況を把握し、校長(教頭)に報告する

２ カウンセリングが必要な生徒に対し配慮する

３ 再発防止対策を立てる

４ 警察等へ学区内のパトロ－ルの強化を依頼するとと
もに、近隣校への情報提供を行う

５ 保護者への説明や教育委員会に報告し、マスコミへの
対応が必要ならば、校長が対応する

チェック

えられるか
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５ ． 火 災 へ の 対 応

第一発見者は、大声で火事の発生を他に知らせるとともに非常ベルをならし、初期消

火に当たる

校長室(内線１０)、事務長(内線１１)に連絡する

初期消火班は直ちに火元に駆けつけ、初期消火に当たる

校長より連絡を受けた教頭は、緊急通報を行う

ただ今、○○○付近で火災が発生しました。生徒の皆さんは、

担任(教科担任)の指示に従い、ただちに運動場へ避難してくだ

さい。近くの職員は消火が可能であれば安全に気をつけながら

消火に当たってください

事務長は、(１１９番)へ通報する

こちらは、県立糸満高等学校です。ただ今、本校○○○付近

より火災が発生しましたので出動をお願いします。消防車の進

入は○○門からお願いします。現在(どのような状況)です。

○○門を解錠(施錠されている場合)し、消防車の誘導を行う

授業等で火気や薬品、電気などを使用している場所は、直ちに片づける

担任(教科担任)は放送等で火元を確認し、安全な避難経路で生徒の避難誘導を行う

廊下に出て整列させる

最小限度の貴重品を持つ

安全な避難経路で生徒の避難誘導を行う

『押さない・駆けない・しゃべらない・戻らない・(火に)近寄らない』を守らせる

生徒の出席確認ができる出席簿等を持つ

煙を吸わないようにハンカチなどで口・鼻を押さえるように指示する

巡視班は残留者の確認、救急班は、救急処置の準備、非常持ち出し班は、非常持ち出

しなど、各班の任務につく

運動場スタンドに緊急本部を設置する

生徒を運動場に全体集会の隊列に整列させる

（教科担任は担任に引き継ぐ)担任は生徒の点呼を行い、負傷者等の有無を確認し、
本部に報告する

負傷者は救急班で処置し、必要があれば医療機関に搬送する

消防士等と連携し対応する

事後処理

カウンセリングが必要な生徒に対し配慮する

再発防止対策を立てる

保護者への説明や教育委員会に報告し、マスコミへの対応が必要なら校長が対応する

火災発生
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６ ． 地 震 ・ 津 波 へ の 対 応

鞄などで頭を守り、机の下などに潜り込む

火や薬品を使用している所は、直ちにその始末をする

窓や出入り口を開け、逃げ道を確保する

校内放送をしっかり聞く

緊急放送(教頭)に従い避難する 消防署・警察署・保健所

生徒を廊下に整列させる

最低限度の貴重品を持たせる

避難経路を確認し、生徒を避難させる

出席簿を持つ(出席を確認できるもの)

避難場所に集合

整列させる

人員点呼を行い、負傷者・安否の確認を行う

必要があれば、医療機関に連絡する

保護者へ連絡する

生徒を落ち着かせ、不安を取り除く

学校対策本部の設置(学校長からの指示・各自の役割分担を行う)

保護者への引き渡し方法確認(その地域の被害状況を確認し、安全確保の上帰

宅させる)

保護者と連絡できない場合の対応

外部機関との対応

情報収集

教育委員会への報告(生徒の安否・校舎施設の被害状況等)

マスコミへの対応が必要ならば、校長が対応する

地震発
生 棚の上のものが落ちてこないか、

ロッカ－などが倒れてこないか、注

意を払う

ラジオ、テレビ等で情報を収

集し、的確な指示がてきるよう

にする

津波の恐れがあるときは、高

台に避難させる

津波発
生

負傷者に対し、救急処置を行う

「押さない、駆けない、しゃべら

ない、戻らない、近づかない」を

守らせる
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７．事件・事故を未然に防止するために
 

  
 １．施設設備・備品等の安全点検　

  (1) 毎学期１回以上、生徒が通常使用する施設及び設備の異常について、点検表を用いて定期
 　　的に点検すること(学校保健法施行規則２２条の５第１項)

  (2) 常に整理整頓に努めるとともに、危険物の除去等安全な環境の維持に配慮すること(学校保
 　　健法施行規則２２条の７)

  (3) 薬品や刃物、電源、ガス等、危険物を取り扱う部署においては、危険物を保管庫に鍵をす
 　　るなど、その管理に充分注意を払うこと

 　
 ２．不審者侵入の防止

   (1) 生徒の登校後は「正面通用門」のみを開き、他の門は施錠しておくこと
   (2) 来校者には声をかけ、必ず事務室で受付を行い、名札をしてもらうこと

、「 」 、「 」 、「 」 、「 」  (3) 日頃より安全点検に関しては さ 最悪のことを想定し し 慎重に す 素早く せ
 　　誠意を持って 「そ」組織的に行うこと、

 
 ３．その他

 　(1) 県教育委員会作成及び本校作成「危機管理マニュアル」等を熟読しておくこと
   (2) 救急処置や消火器、消火栓、避難経路等について熟知しておくこと
   (3) 各クラスや部活動においては、保護者への連絡網を作成しておくこと

 
 

救急救命のポイント
 

                                             協力者を求める
   周囲の状況と傷病者の前進の観察            傷病者の記録

                                             連絡(１１９番通報・家族への連絡)
 

 意識障害　　　　　　呼吸停止　　　　　　心停止　　　　　　大出血
 
 
 

気　　　道　　　の　　　確　　　保

止　血

人　　工　　呼　　吸

心臓マッサ－ジ

体　位　・　保　温

救 急 車 ・ 医 療 機 関

- 74 -


	無題

